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第42回　鳴教大　教育・文化フォーラム実施要項
テーマ：「学級経営を考える　－Q-U をどう生かすか－」
1 ．趣　旨 学校における児童，生徒の基本的な活動の単位は学級（クラス）であり，担任教師は
教育的な目的に即して，これを組織化し，教育活動・生徒指導の充実を図っている。
そのため，「学級経営」は，教師による学級管理という意味合いより，教師の主体的
な意思に支えられた創造的活動であると理解されてきた。しかし，担任教師は，こう
した活動を自身の感覚や経験を基本に行われてきたため，児童生徒の実態の把握が難
しく，評価しづらいという面があった。現在，これを客観的に診断するツールとして，
Q-U（早稲田大学の河村茂雄教授開発）が全国各地で活用されており，鳴門市，美馬
市も導入している。
Q-U とは，QUESTIONNAIRE-UTILITIES（楽しい学校生活を送るための診断尺度）
の略であり，学級集団の状態や，個々の子どもの意欲・満足感などを測定できる調査
である。今回のフォーラムでは，Q-U の見方，活用法を通して，学級経営とは何かを
考えていきたい。
2 ．会　場 鳴門教育大学講堂（鳴門市鳴門町高島字中島748）
3 ．主　催 国立大学法人　鳴門教育大学
4 ．共　催 鳴門市教育委員会
5 ．協　力 美馬市教育委員会（サテライト配信），高知市教育委員会（講師選定）
6 ．後　援 徳島県教育委員会，徳島県小学校長会，徳島中学校長会，徳島県高等学校長協会，
徳島県国公立幼稚園長会，NHK放送局，徳島新聞社，四国放送㈱
記
⑴　日　時　　平成28年 8 月 8 日㈪　 9：20～12：00（受付 9：00～）
⑵　日　程
9 ：00～ 9 ：20 受　　付
9 ：20～ 9 ：45 開　　会 総合司会（鳴門教育大学　教授　鈴木　久人）
挨　　拶 鳴 門 教 育 大 学　学　長　　山下　一夫
鳴門市教育委員会　教育長　　安田　　修
9：45～10：55 講　　演 「Q-U とは何か　－分析法と活用－」
講　師　　高知市立西部中学校　教　頭　　吉本　恭子
（前高知市教育研究所教育相談班長）
10：55～11：10 休憩（質問紙回収：美馬市からは質問連絡を受ける）
11：10～11：50 質疑応答 「学級経営とQ-U 活用」
講　師　　高知市立西部中学校　教　頭　　吉本　恭子
聞き手　　地域連携センター　　所　長　　阪根　健二
（大学院学校教育研究科　教授）
11：50～12：00 閉　　会 （総合司会）
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総合司会（鈴木）
　本学会場の皆さま，美馬市サテライト会場の皆さま，お待たせしました。これより「第42回鳴教大
教育・文化フォーラム」を開催いたします。私は，本日総合司会を務めさせていただきます，鳴門教
育大学大学院学校教育研究科美術科教育コース，鈴木と申します。どうぞよろしくお願いいたします。
　それでは，開会にあたり主催者を代表して鳴門教育大学長，山下一夫よりご挨拶を申し上げます。
山　下　一　夫（鳴門教育大学　学長）
　皆さん，おはようございます。山下です。
　私，鳴門教育大学に入学してほしい人の第一の条件として，挨拶ができることを挙げています。本
学の教育実習において鳴門市の先生方には非常にお世話になっており，この場を借りてお礼申し上げ
ますとともに，本学としても教育実習生に挨拶が大事であると教えていますが，もし挨拶が不十分な
学生がおりましたら遠慮無く教育して頂ければとお願いいたします。
　さて，このフォーラム，昨年はこの講堂の改修ということで開かれませんでしたが，鳴門市教育委
員会と共催で，協力して開催して参りました。振り返ってみますと，第 1回というのが平成 7年に開
かれまして，その時のテーマは何かというと「いじめを教師はどう考えるか」でした。
　そして，実はその時のシンポジストが私でして，当時はまだこの講堂がなくて鳴門市の文化会館で
したが，鳴門市の先生方さらには徳島県の先生方とともに，いじめ問題について考えたという思い出
があります。長い歴史の積み重ね，歴史というと大袈裟かもしれませんけれども，20年近くずっとつ
ながってこのフォーラムが開催されているというのは，本学にとって非常に喜ばしい，嬉しいことで
あります。
　このようなつながりのうえでこのフォーラムが開催されてきている訳ですが，今回新しいつながり
が，二つ加わりました。一つは，今この私が話している姿が，本学のサテライトである美馬市の「つ
ながルーム」に映像として送られていまして，先生方に研修してもらっているということです。今後，
あちこちの教育委員会と連携協力し，このフォーラムが広がっていくことを期待しています。
　もう一つ新しいことは何かと言いますと，今日お話ししていただく吉本先生は高知県の教頭先生で
すが，他県の現職の先生にご講演いただくというのは，これまた初めてでして，県を越えてのつなが
りが生まれてきたということです。このように，新しい時代になってきたんだな，というように思い
ます。これからも「あぁこの人，面白い」，面白いと言ったら語弊があるかもしれませんけれど，イ
ンタレストで役に立つ，役に立つという言い方も失礼かもしれませんけれども，我々にとってやはり
インタレストで役に立つ面白い人は，県内だけでなくてどんどん県外からもお呼びしたいと思います。
　しかも，私自身の専門分野は何かというと生徒指導ですので，今回非常に興味があります。Q-U と
いう名前はよく聞きますし，Q-U を用いた論文もよく読みますが，実際Q-U とはどういうものか，
あるいはどう使って良いのかみたいな話を，私も聴衆の一人として勉強させてもらおうと思っていま
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す。さらに，Q-U だけでなく，こういう検査一般について学校現場での用い方についても学びたいと
思います。
　学校の生徒指導において検査をいかに用いるかということの最初の段階を一般論で言いますと，や
はり日頃，担任の先生がその子どもをどれだけ観察し理解しているかがまず基本です。そして，検査
結果が出た時に，いちいち頭を使わなくてまずボーッとでいいんです，ボーッと「あぁ，この子らし
い結果が出たな」とか，「この子，こんな結果が出たの？」とか。このようにまずボーッとイメージ
してほしい。それが非常に大事です。単に検査結果を見て「はいはい」で終わってしまっては，これ
では何の効果もないというと言い過ぎですけれども，本当の使い方をしていないと思います。
　次に，自分が思っていた「この子像」と検査の結果が同じなら「あぁよかった，私の見方，まあま
あ間違ってなかった。でも検査結果は現実を100％現している訳ではないんだから，これからもよく
見ていきましょう」ということになります。それに対して，イメージして「ええっ，この子こんなの
だったの？！」というような場合，その時の驚きというのを大事にしてほしいんです，生徒指導にお
いては。そういう驚きが，「よし，次はあの子に関わっていこう」という気になるんですね。
　詳しくは，吉本先生が話して下さると思いますので，私の話はこれぐらいにしたいと思います。最
後になりましたけれども，本日，準備していただいた鳴門市の教育委員会の方々，そして本学の関係
者に，お礼を申しあげたいと思います。以上で，私の挨拶とさせていただきます。
総合司会（鈴木）
　山下学長，ありがとうございました。続きまして，本フォーラムの共催者であります鳴門市教育委
員会教育長，安田修様よりご挨拶をお願い申し上げます。安田教育長様，よろしくお願いいたします。
安　田　　　修（鳴門市教育委員会　教育長）
　皆さん，おはようございます。只今ご紹介をいただきました鳴門市教育委員会教育長の安田と申し
ます。園児・児童・生徒には今，夏期休業中でございますけれども，各学校・幼稚園の先生方におか
れましては何かとご多用のことと存じております。
　そのような中，本日鳴門教育大学が主催をしていただいております，第42回鳴教大教育・文化フォー
ラム「学級経営を考える　－Q-U をどう生かすか－」に，このように多数の皆さまがご参加されま
したことに心より敬意を表したいと存じます。
　また，鳴門市立の幼稚園・小中学校の先生方には，本研修の意義を踏まえまして義務研修とさせて
いただいております。ご参加の皆さまに教育委員会として厚く御礼を申し上げたいと思います。
　私は，昨年 7月に鳴門市教育委員会に就任をさせていただきました。以来， 1年あまりが経過した
ところでありますが，その間，鳴門市内の幼稚園・小学校・中学校を幾度か訪問させていただきまし
た。その際，先生方のご指導の様子というものを拝見させていただいております。
　それぞれの先生方が授業に意欲的な工夫をされ，個性豊かな子どもたちを懸命にご指導されている
お姿を拝見させていただきまして，感銘を受けることが常でございます。教育委員会といたしまして
も，これからも積極的な学校支援をしなければならないと考えているところでございます。
　さて，鳴門市教育委員会では今年度より第 2期鳴門市教育振興計画に基づきまして，「チーム鳴門」
として，学校と市内の教育機関が一丸となった取り組みを進めたいと考えてございます。
　その取り組みの中でも，子どもたちの学力向上といったものを最重要課題の 1つとして取り上げて
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おります。学力の現状については校種とか学校別，あるいはテストの種類，学年等により違いがある
ところでございますので，一概には言えないところでございますけれども，市全体を見れば改善に向
けた取り組みが是非とも必要な状況にあると言わなければならないと思っております。
　本市教育委員会では，本年 5月に小学校・中学校から代表の校長先生や，いくつかの教科部会の代
表者の先生を委員としました「鳴門市学力向上推進委員会」を発足させ，鳴門教育大学の多大なご支
援をいただきつつ，学力向上施策の検討を開始したところでございます。鳴門市の子どもたちの学力
および生活習慣の状況や，各学校が計画する学力向上推進策を踏まえながら，鳴門市としての学力向
上策といったものを提示したいと考えてございます。
　そうした中，本日のテーマでございますQ-U を活用した子ども理解や学級集団の育成などは，学
力向上とも密接につながるものと認識をしております。教育委員会といたしましてもQ-U アンケー
トの拡充を今年度，計画しているところでございます。ご参加の先生方には，本日のフォーラムで得
られた知見により，日々のご努力が更に効果的なものになるものと，心からご期待を申し上げており
ます。
　最後になりますが，鳴門教育大学におかれましては教育現場にとって大変有意義なフォーラムを毎
年企画・実施していただき，本市の教員の研修の場として提供していただいておりますことに対しま
して，厚く御礼を申し上げます。山下学長先生をはじめ，鳴門教育大学の先生方や関係の職員の皆さ
ま，誠にありがとうございます。
　本研修会が，ご参加の皆さまにとって実りあるものとなりますことをご祈念申し上げまして，私の
ご挨拶とさせていただきます。本日は，どうぞよろしくお願い申し上げます。
総合司会（鈴木）
　安田教育長様，ありがとうございました。ここで，基調講演のため舞台の変更をさせていただきま
すので少しお待ちください。
【講演】　「Q-Uとは何か　－分析法と活用－」
講 師　高知市立西部中学校　教頭 吉　本　恭　子
総合司会（鈴木）
　準備が整いましたので，基調講演に移らせていただきます。本日の演題は「Q-U とは何か　－分析
法と活用－」，高知市西部中学校教頭，吉本恭子先生にお願いしております。それでは吉本先生，ど
うぞよろしくお願いします。
吉　本　恭　子（高知市立西部中学校　教頭）
　ありがとうございます。先ほどご紹介いただきました，高知市から参りました吉本と申します。先
生方，おはようございます。今日も暑いですね。高知もとても暑いんですけど，鳴門も同じように暑
いんだなと思いながら，宿から会場まで来ました。
　鳴門教育大学の先生方と事前にやりとりをしている時に「（前日は）鳴門は花火大会なんです，だ
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から早めに来てください」というメールを頂きました。ですので，昨日は午後の早い時間に高知を出
て，夕方まだ明るいうちに鳴門に着きました。そして夜は鳴門教育大の阪根先生をはじめ，職員の方
たちと一緒に楽しくお話しながら，駅の近くで食事をさせていただきました。鳴門の美味しいものを
いっぱいご馳走になり，鳴門金時で作ったお酒も味見させていただいて凄く楽しい時間を過ごさせて
もらいました。
　その後，阪根先生が花火の見える絶景ポイントに連れて行ってくださって，花火のクライマックス
を堪能しました。本当に良い気持ちになって，「このまま帰りたい」と言ったんですけど，「それは困
る」と言われたので，なんとか今朝，会場まで来ました。
　高知市では随分前からQ-U を実施しています。私は今の職場の前には教育委員会にいたのですが，
ちょうど教育委員会に入った年に高知市がQ-U を始めました。もう十数年経つのですが，その結果
すごく良い結果が出ているかというと，まだまだそうではありません。ですので，今日は高知市が行っ
てきた取り組みの「ここはもう少しこうすれば良かった」という反省も含めて先生方にお話しできれ
ばと思っております。
　今から11時前までの時間，先生方に先ほどの学長さんのお話のように，役に立つ話，そして面白く
実践できる話をお伝えしたいとは思っていますが，上手くお伝えできるかどうか自信がありません。
後半の質問の部分で，そこを補っていくことができれば良いかなと思っておりますので，どうか遠慮
なく分からないこと，もっと聞きたいことがありましたら，どんどん質問を出していただけたらと思
います。
　それでは，研修の方に入りたいと思います。最初に資料についてお断りをしたいと思います。一昨
日，Q-U を作った河村茂雄先生の研修を受ける機会がありましたので，何枚か河村先生の新しい情報
を盛り込んだスライドを加えています。スクリーンに映す画面には，先生方にお配りしている資料に
はない画面もございますので，ご容赦いただきたいと思います。
　それでは突然なんですけれども，先生方，筆記用具を何か一本出していただけますでしょうか。何
色でも結構です。こんな形のものが資料にあると思うんですけれども，この形をハートの形に完成さ
せていただけますでしょうか。ハートです。よろしくお願いします。
　よろしいですか？できましたか？　じゃあ，お隣の先生と，ちゃんとハートができているかどうか
を確認していただけますでしょうか。ハート，描けてますか？　ちゃんとハートが描けたという先生，
手を挙げていただけますか。
　はい。ありがとうございます。全員の先生がハートを描くことができています。私は「ハートを描
いてください」としか言わなかったんですけど，どうして先生方は，すぐにスラスラとハートが描け
たんだと思いますか？　それは，先生方がハートの形がどんな形かということを知っていたから描け
たんですよね。もし，ハートというのがどんな形か知らなかったらきっと描けないと思います。
　つまり学級経営もこれと同じで，親和的な満足型学級というのがどういう学級なのかということが
イメージできている先生は，そこに持っていくことができます。でも，そこがイメージできていない
と，なかなか上手くいかないのかなと思います。人はイメージできることしか，実現できないのです。
イメージするゴールに行き着く方法，それは色々です。今日はそのことについてお話できたらなと思っ
ています。
　この写真，これも資料にあると思うのですが，これは私の勤務している中学校で昨年の秋に行われ
た文化発表会の中の合唱コンクールの一場面です。私たちはよく，特に秋の行事の多い時などに，「み
んな心をひとつにしてがんばろうね」などと言いますね。「心をひとつに，心をひとつに」と言っても，
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うまく伝わらずに，ザワザワしていたり，話を聞いていなかったりということがよくあります。
　このクラスは，実は最優秀を取ったクラスなんですけれども，この担任は心をひとつにするために，
ある仕掛けをしたんです。「心をひとつに」と言うだけではなくて，こんなことをすれば心がひとつ
になれるかなという仕掛けをしていました。どういう仕掛けかと言いますと，本当は時間があればお
隣の方とお話をしていただけたらと思うのですが，種明かしをしたいと思います。
　このクラスでは，「折り鶴メッセージ」というのをやっていました。本番の日の昼休み，いよいよ
ステージに立つという直前に，折紙を 4分の 1に切った小さなサイズの折紙をクラスの生徒全員に
配って，その中にメッセージを書いていました。クラスの友だちに午後の本番ではどんな気持ちで歌っ
たら良いか，お互いに「声を出そうね」とか「最初が大事だよ」というエールやメッセージをひと言
ずつ書いていきます。そして最後に自分の名前を書き，書いた面を内側にして小さな折り鶴を折って
いきます。
　それらを全部集めて小さな箱に入れて，一つずつ取っていきます。自分が折ったのとは違う色の折
り鶴を一つずつ引いていって，その折り鶴を制服の胸ポケットに入れて，クラスのお互いの気持ちを
感じ，お互いに支えられているということを意識しながら，みんなでステージに立ちます。
　そうすると，聞いている私たちにも不思議なことに，「これが，心がひとつになるという姿なのかな」
という，そういう思いが伝わってきました。100回「心をひとつにしましょう」と言い続けても，そ
うはならなくても，何か心をひとつにするための方策を知っていると，こういう風なことが起きるん
だということを勉強させてもらいました。
　最初に，今日の話の結論を言いたいと思います。これは河村茂雄先生も講演の中でいつも仰るんで
すけれども，「だからいったい何を言いたいんだ」ということにならないように，途中でお疲れになっ
てちょっと睡魔が襲ってくるかもしれませんので，結論だけは聞いて帰ってほしいなと思いますので，
まず結論を言います。
　まず 1つ目，Q-U は使わなければ意味がない。だからQ-U を実施して，返ってきた結果を見て「そ
うかそうか，うちのクラスはこうなのか」で，机の引き出しにしまったままだったり，机の前に立て
て置いておく。あるいはQ-U が返ってきたのが 5月・6月なのに，「じゃあ夏休みの研修でやりましょ
う」と， 2ヶ月・ 3ヶ月放っておく。これでは完璧に賞味期限が過ぎてしまいます。Q-U って生もの
なんです。かといって冷凍庫に入れておけば良いとか，そんな問題ではないんですけど・・・。つま
りQ-U を実施したら，すぐに対応しないと意味がない。これが 1つ目です。
　そして 2つ目，じゃあQ-U を上手く活用するためにはどんな力が必要か。これが次の新しい学習
指導要領の中でも言われている「メタ認知能力」，これがQ-U を活用するためには必要な力です。先
生方もご存じのように，メタ認知には 2つの過程があります。
　 1つはセルフモニタリングです。自分のとった対応や，子どもにかけた言葉，関わり方が子どもに
どのように伝わって，子どもにどんな変化が起こったのかをチェックしてみることです。「これで良
かったのかな，OK」，あるいは「変わらなかったから，ちょっとやり方を変えた方が良いのかな」と
いう具合に自分の行動を俯瞰して見る力，これがセルフモニタリングです。
　そして，次は分かったことに対して指導行動を修正できる力，これをセルフコントロールと言いま
す。この 2つの力がQ-U を活用していくためには必要だと河村先生も仰っています。
　では，今からの70分間，もう10分ぐらい使ってしまったんじゃないかと思うんですけれども，前に
書いています， 4つのことについて，順番に先生方と一緒に進めていけたらと思いますので，よろし
くお願いします。
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　まず 1つ目，すべてのスタートは子どもとの信頼関係ということについて考えてみたいと思います。
先生方もご存じのとおり，今の時代は「先生だから」ということだけで，子どもたちが先生のことを
信頼し，保護者の方も「先生の言うことは，ちゃんと聞いておきなさいよ」という時代ではありませ
ん。
　私が教員になった30年ぐらい前は，私は高知市ではなくて郡部の小学校に勤めていたんですけど，
子どもたちはもちろん保護者も地域の方も，本当に“先生”というだけで凄く尊敬されました。道を
歩いていても道を空けてくれるような，そういう時代だったんです。今はまったく逆で，「あの先生
の言うことは当てにならないかもしれないからね」と，先生批判や先生の言っていることを疑うとい
う時代になっています。
　つまり子どもたち，あるいは保護者もそうかもしれないんですけれども，「この先生は信頼できる
先生か，信頼できない先生か」というレッテルを我々教師に対して貼っている，そういう時代になっ
ているのではないかなと思います。そこでまた先生方にも一緒に考えていただきたいと思うのですけ
れども，資料の方に「信頼される先生」，「信頼されない先生」というところがあると思います。
　時間を 2分間ほど取りたいと思いますので，お持ちの筆記用具，何でも結構ですので，信頼される
先生ってどんな先生か，具体的に行動レベルで書いていただけたらと思います。例えば信頼される先
生は「約束を守ってくれる先生」とか，そんな感じで構いません。 2分間，時間を取りたいと思いま
すのでお願いします。
〈約 2分間〉
　はい，ありがとうございました。まだ時間が足りないという先生もいらっしゃるかと思いますが，
1分間，席の近くの方で「信頼される先生って，いったいどんな先生かな」というのを，共有してい
ただいて構いませんでしょうか。どうかよろしくお願いいたします。では，どうぞ。
〈約 1分間〉
　はい，ありがとうございました。本来ならば会場に降りて，「信頼される先生ってどんな先生です
か？」というのを，何人かの先生にお伺いしながら進めていけると良いんですけれども，今日は前の
スクリーンでお示ししたいと思います。これは実際に高知市の中学校， 3校の子どもたちに「信頼で
きる先生，信頼できない先生って，いったいどんな先生？」ということを書いてもらって，それを集
計したものです。前の画面をご覧ください。
　まず，中学生が答えた信頼できる先生。 1つ目，自分の思いを語ってくれる先生，「先生はね，こ
んなことで失敗したんだ。こんな時はこんな思いをしたんだよ」という自己開示のできる先生。 2つ
目，できていることをすかさず認めてくれる先生。 3つ目，話を聞いてくれる先生。これはきっと先
生方も書かれていたんじゃないかなと思います。そして 4つ目，約束を守ってくれる先生。
　そして 5つ目は，いつも明るく笑顔で，そして身なりを整える先生。子どもたちってそんなことも
見ているんだなということを思いました。この他にもたくさんあったんですけれども，子どもたちは
こういう先生に対して「信頼できる」という風に思っています。間違ったことをした時，それから悪
いことをした時にはちゃんと叱ってくれる先生。そういうのもありましたね。
　そして逆に，中学生が答えた信頼できない，「この先生は信頼できない」という先生は，まず 1つ目，
時間や約束・自分で言ったことを守らない先生。それから 2つ目は，子どもの好き嫌いが激しく，男
女や子どもによって態度を変える先生。いわゆる“えこひいき”という，そういうタイプの先生は信
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頼できない。それから 3つ目，悪いことを見ても“見て見ぬ振り”をして注意をしない先生。子ども
はこういう先生のことは信頼できないと言っています。
　そして 4つ目は，自分の機嫌で人に当たる。昨夜阪神が負けたから今日は機嫌が悪いとか，そうい
う先生は嫌だなと感じている。そして最後，なかなか厳しいんですけど，ノートや通知表のコメント
にみんな同じようなことを書いている先生。こういう先生は信頼できない。このアンケートを書いて
もらった時に，「子どもたちって凄いなぁ」と思いました。子どもたちは，本当に私たち教師のこと
をよく見て観察しているということを改めて感じました。
　つまり，子どもたちというのは我々の技法，やっていることだけを見ているのではなくて，我々教
師の人間性についてもきちんと評価をしている。そういうことだと思います。人間性というのは，例
えば本当に挨拶ひとつ，あるいは子どもへの声の掛け方，周りへの気配り，そういう立ち振る舞い全
てですよね。これを磨こうと思えば，やはりいろんな人と出会うこと，そしてモデルを自分の中に取
り込むことかなと思います。
　それから，その先生の哲学。子どもに「自分はこういう思いで教師になったんだ」とか，「自分が
大切にしているのはこういうことだ」という哲学を自分の中に何か一つもっていることが大切だと思
います。それから，理論です。これは技法を知っていても，技法だけだといわゆる応用力が効かない
んですね。でも理論を知っていると，理論に合わせていろんな展開ができ，やり方を工夫することが
できます。
　そして理論も一つだけだと，その理論に固執してなかなか柔軟に対応できないので，できれば心理
学とか教育技術とか生徒指導などいろんな分野の理論について，教育で役に立つぐらいの浅いレベル
でいいと思うので学んでおくといいと思います。カウンセリングも含めて，いろんな理論を少しずつ
学んでおけば，その理論を自分の中で組合わせて使えるようになります。
　そしてやはり技法です。いくら理論があっても，それを実際に技として使えるように身につけてお
かなければ，子どもたちに対して使うことができないので，技法ももちろん大切です。今日は，こう
いうことを引っくるめて，Q-U の活用について考えていきたいと思います。私は，Q-U を上手く活
用するためのコツも，ここにあるのかなと考えています。
　では，ここで高知市がQ-U を始めたきっかけについて少しお話ししたいと思うんですけれども，
Q-U を始めたのは平成16年 6 月になります。この年，私が教育委員会に入ったばかりの年です。この
平成16年 6 月には，日本で凄く驚くような教育に関する事件が起こったのですけれども，思い当たる
先生はいらっしゃいますか。平成16年 6 月に起こった事件です。
　いらっしゃいますか？　起こったのは，長崎県佐世保市です。小学校 6年生が，昼休みの給食の準
備中に同級生の女の子の首を刃物で切って，刺された女の子は死亡するという，本当に驚くような事
件が起きました。この事件の後，高知市の教育委員会はすぐに臨時の校長会を開きました。
　校長会の中で，校長先生方の中から，「本当に今の学校は何が起こるか分からない。子どもたちを
理解するのに教師側の観察だけでは不十分ではないのか。やはり子どもたちがどう感じているかが分
かる，そんな良い心理検査があるのなら，ぜひ高知市でもやりたい。やれるようにQ-U を予算化し
てほしい」ということが出されました。このような意見が出されたのは，その前に「子どもたちの心
の中を知るためのツールとして，Q-U というものがあります」ということを校長先生方にお伝えして
いたからです。もう 6月ですので，その年の予算というのはすべて決まっている訳です。なので教育
委員会の中は慌てて，学校教育課とか教育研究所とかの学校教育の分野だけではなく，社会教育の分
野からも全部予算をひっかき集めて，この年はじめてQ-U を実施しました。そこから高知市は現在
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まで，ずっとQ-U をやっています。
　次にQ-U の基本的なことについてお話したいと思います。先生方はすでにご存じだと思いますの
で軽く流したいと思うんですけれども，Q-U は“Questionnaire-Utilities”，「役に立つ質問紙」，これ
がQ-U の訳になります。アンケートは，普通のQ-U は「やる気のあるクラスを作るためのアンケー
ト」学校生活意欲尺度と，それから「居心地の良いクラスにするためのアンケート」学級満足度尺度，
この 2つの尺度でできています。
　hyper-QU というのは，それにプラス学級ソーシャルスキル，これが加わっているのが hyper-QU
です。更に最近は学力との相関を見るためにCRTと合わせて行うという，そういう風な活用の仕方
もあります。
　これも先生方，ご存じだと思うのですが，「学級満足度尺度」は，結果がこういう形で出てきます。
ここに縦軸がありますが，これは「承認得点」です。なのでこれが上にくればくるほど，子どもたち
は認められていると感じています。誰に認められているかというと，「先生や友達から認められてい
るよ」ということです。上にいくほど高い，そういうことを表しています。縦軸が「承認得点」です。
　それから，この横軸はちょっと難しい言葉なんですけど「被侵害得点」と言います。これはどうい
うことかと言いますと，いじめられたりからかわれたり，「クラスの中で嫌な思いをしていないかな」
ということを測る尺度です。これはこちらに行けばいくほど，「そんなことないよ，とても楽しくやっ
てるよ」という思いを持てている子ども。逆にこっちにくればくるほど，「嫌な思いしてるんだ，い
つもからかわれたりいじめられたり，そういう風なことがあるんだ」と感じている子どもということ
になります。
　これをクロスしますと，ここにいる子どもたちは承認得点も高くて，被侵害得点は低いですので，
みんなから認められていて嫌な思いもしていない。学級の中に居場所がある。OKという子どもたち
ですね。それからその下，ここの子どもたちは，被侵害得点は低いです。だからいじめられたり，か
らかわれたりはしていません。でも学級の中で認められることが少ない。どちらかというとおとなし
い，あまり目立たないタイプの子どもがここにプロットされていることが多いです。
　それから左上，ここは認められることはそこそこ認められているけれども，いじめや悪ふざけを受
けて嫌な思いをしている，それから他の子どもたちとのトラブルがしょっちゅうあって，人間関係で
上手くいっていないという子どもたちが入ってきます。時々ここに発達に課題のある子どもたちがプ
ロットされることもあります。
　それから，ここの下のところは，認められていないし，嫌な思いもしていると感じている子どもた
ちです。いわゆる学校生活不満足群，すごく学校で居づらい，居場所がないという風に感じていて，
いじめとか悪ふざけを受けている可能性の高い子どもです。更にそこの隅っこに要支援群というのが
あります。河村先生の研究の結果では，要支援群に入っている子どもたちのうち何割かは， 1ヶ月後
ぐらいに不登校になっているというデータもあります。
　ここで先生方に気を付けていただきたいのは，このQ-U の結果というのは事実とは違います。事
実ではありません。あくまで子どもの認知です。この子がこういう風に感じているということです。
ですので，時に学級生活満足群の中に，学級崩壊の原因となるようなグループのリーダーの子が入っ
ている場合があります。つまりその子たちは，自分たちで好き放題やっているから学校は楽しいと感
じているということです。
　だから，一概にここに何％で「だからOK」ではなくて，先ほど学長さんも仰っていましたけれども，
こういったアンケートは子どもの認知なので，そこと先生方との観察を上手に組合わせてアセスメン
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トをすることが求められています。
　私が教育委員会にいて，いろんな学校に研修に行って感じたのは，ここの非承認群の子どもたちと
いうのは学習面で苦戦している子どもたちが多いということです。だからここの子どもたちに対して
は，学習支援を中心に，それから侵害行為認知群は人間関係で苦戦しているので，ソーシャルスキル
を学ぶことが大事ではないかと思いました。
　それから，これは学校生活の満足度を測る尺度なんですけれども，やってみて気付いたのは，兄弟
や姉妹で同じところにプロットされているということです。このことに気付かれた先生，いらっしゃ
いませんか？　はい，ありがとうございます。あるんですよね，虐待のケース。両方とも不満足群や
要支援群に入っています。だからそういうことも合わせてアセスメントをしていけば良いのかなと思
います。
　ここで 1つ，これも勘違いされると困るんですけど，この学校生活満足群に100％入っていれば，
先生方の学級経営力が凄く高いのかというと，それは違います。というのは子どもたちそれぞれ実態
が違いますよね。だから，もちろんここにたくさんの子どもたちが入ってくると良い訳ですけれども，
100％を目指すというのではなくて，子どもたちの実態にマッチした学級経営をしていくということ
が必要になります。
　ある学級でQ-U の検査をやる時に，担任の先生が子どもたちにちょっと圧力をかけて「いいか，
お前たち，アンケートはな…」と言って，学級生活満足群に100％入ったクラスがあったんです。と
ころが実際にそのクラスに行ってみると，子どもたちカチンコチンでした。まったく発言しないし，
関われない。なので後でもお話しますけれど，Q-U を実施する場合は，子どもたちに「クラスのこと
をどう感じているの？」，「今のクラスの友だちとはうまくいってる？」というように，感じているこ
とをありのままに自由に答えてもらうことが大切です。
　そして，子どもたちの答えてくれた結果を眺めて「あっそうか，この子はこんな風に感じているん
だな」と，先ほどの学長さんのお話と同じで「僕が（私が）思っているのとだいたい同じだな」とい
う場合と，その逆「こんな風に見えていたけど，この子こんなことを感じていたのか」というズレ，
そこを見つけていただけると良いのかなと思います。
　では，次に行きたいと思います。このお話は一昨日河村先生から聞いたのですけれども，本当に20
年ぐらい前になるんですね，大河内くんが亡くなってから，その後文科省がいろんな施策を次から次
へと打って，学校でも取り組みをしているんですけれども，いじめによって自死を選ぶ子どもたちと
いうのは未だになくならない。
　そういう事件が起こった多くの学校でも，実はQ-U をやっていたんですね。いじめ自殺をする前
に行ったQ-U の結果を見てみると，自殺した子どもたちというのは，先ほどお話したここにいた訳
なんです。なのに防げなかった。
　高知県で昨年の秋自殺があった時にも，高知新聞で大きく取り上げられました。「Q-U をやってい
たんでしょう。その子はQ-U でどこのプロットに位置していたんですか？」，「被侵害得点はどうだっ
たんですか？」，当然，保護者からの質問もあります。裁判の資料として使われることもあります。
なので，やりっぱなしでは責任が取れない。Q-U を実施するということは，それだけの責任を伴うと
いうことが言えるのではないかなと思います。
　これも河村先生が仰っていましたが，千葉県警は警察がQ-U の研修をしているそうです。どうい
うことかと言いますと，学校でいじめなどがあった時に，保護者の方は，学校ではなくて警察に直接
訴える場合があるんですね。それで警察の方がQ-U のことを学んで，学校に対してそのことについ
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て質問をするという，そんな時代になっているということを，お話を聞いて驚いたことです。
　これは，石隈先生の学校心理学の図です。先ほどの右上の子どもたちも含めて，私たちはすべての
子どもたちに対していろんなサービスをしています。ごめんなさい，資料にはこの図は入っていませ
ん。一番下の一次支援というのは，例えば「明日の時間割はこれです。持ってくるものはこれとこれ
ですね，わかりましたか」とすべての子どもに伝達する内容のことです。満足群の子どもたちはこれ
でOKなんです。「わかった，明日はこれがあるんだな。じゃあこれを持って来ればいいんだな」と
理解し，行動できます。
　ところが 2次支援の子ども，承認されていない右下の子どもとか左上の子どもたちというのは，そ
れだけでは上手くいかない場合があります。なので傍に行って連絡帳を見て，「ちゃんと書けたかな。
明日持ってくるのはこれとこれだよ，いい？わかった？」というように，全体の中でさりげなく支援
をする必要があります。更に左下の子どもたちというのは，それだけではなくて個別対応が必要な子
どもたちが含まれています。
　場合によっては，担任の先生だけではなくてチームを組んで支援をするとか，あるいは家庭の方に
「すみません。明日こういうものが要るので，持ち物の準備をお願いします」というヘルプをお願い
するとか，そんな声掛けも必要になります。だからQ-U をやった時に，1次支援でOKな子どもたち，
プラスアルファの支援が必要な子どもたち，そして更に個別支援が必要な子どもたちというのが，プ
ロットでは分かるんだということも覚えておいていただけたらなと思います。
　これは，Q-U の型です。先ほどは一人ひとりのプロットが，どこにあることがどんな意味を持つの
かということをお話ししました。これはその点々のプロットの集まりになります。ここに 7割ぐらい
の子どもたちが集まっている学級，これを「親和性のある学級」と言います。先生方の日常観察も含
めてここに 7～ 8割が集まっていれば，人間関係も良いし学習に対する意欲もある，そういう風な学
級です。
　それから「かたさのある学級」，これは縦に伸びている型です。これはどういうことかというと，
この縦軸，承認感に開きがあります。つまり，クラスの中に凄く認められていると感じている子ども
と，認められていないと思っている子どもたちがいるということです。これを「かたさのある学級」
と言います。高知市ではこの型が一番多かったです。学級の中で承認感に差があるクラスです。
　そこで高知市は，Q-U をやりはじめた後すぐに「あったかプログラム」というものをつくりました。
これは，人間関係づくりを学校に意図的・計画的に取り入れてもらうために，人間関係づくりの手法
をたくさん載せたハンドブックです。この冊子を先生方お一人お一人全員に配りました。つまり，友
だちや先生から認められる場を意図的に作っていく必要があるのが，この縦長にプロットが集まった
型です。
　そして，次に「緩みのある学級」，こういう風に横長の型になっています。これは承認感はある程
度あります。でも被侵害得点に差がある。つまり，いじめられていると感じている子どもが多くいる
学級です。こういう学級で何が必要かというと，もう 1回ルールの再確認をすることが必要です。ルー
ルが守られていない可能性があるので，もう一度「どんなルールがあったのか」，例えば移動教室に
並んで行く時に「廊下にはどんなに並ぶのか？」，「授業の前には何を準備しておくのか？」など，ルー
ルの確認から行います。
　そして最後は，承認感に差があり，侵害得点も高いというものです。いじめられているという思い
をしている子どもたちが増えているという型です。 1学期にかたさのある学級で非承認群にいた子ど
もが左に移動したり，緩みのある学級の侵害行為認知群の子どもたちが下に落ちてきたりすることで
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斜めの形になったものです。
　先生方のお手元には，たぶん 1学期のQ-U の結果が返ってきていると思うのですが，ご自分の学
級は，どんなプロットの形でしたでしょうか。満足型ならそれを維持して，更に良くする取り組みが
必要ですし，縦長であれば承認感を上げる取り組み，横長であればルールの再確認やソーシャルスキ
ルを身につける，そういう対応が必要になってきます。
　これも，一昨日の河村先生の研修でお聞きした内容ですが，学級集団といじめの発生率にはどんな
相関関係があるのかについてお話したいと思います。小学生100人あたりで，長期的ないじめを受け
ていると訴えた割合について，親和性のある学級では1.4人，縦長のかたさのある学級では3.4人，そ
れから緩みの見られる学級では5.0人ということです。学級集団の状態によって約 4倍，いじめの発
生率にも差があるということが，これを見てお分かりいただけるかと思います。
　では，中学校の場合，同じように100人で換算すると，親和性のある学級では0.9人，かたさのある
場合が1.4人，緩みのある学級が1.8人。中学校だと時々こういうプロットに出会うことがあるんですが，
あれの兆しのある学級だと4.5人，更にこれが学級崩壊ということになると，どんな結果になるのか
はもう先生方のイメージできるところではないかなと思います。
　次に学力との相関についてもお話したいと思います。オーバ ・ーアチーバーってご存知ですか？もっ
ている能力に対してどれだけ結果が出ているかという，その子の能力と学習の結果の相関関係です。
オーバー・アチーバーの出現率，つまり本来もっている力以上に良い結果が出ている子どもたちの出
現率が一番高いのは，この 1・ 2・ 3・ 4のプロットで何番でしょうか。ちょっと指で挙げていただ
けますか。せーの，はい。
　そうです。正解は 1番です。当然，親和性のある，ルールとリレーションのあるこういった学級で
はオーバー・アチーバーの出現率が高い。つまり学力が高くなるのはこういう学級ということです。
　では逆です。アンダー・アチーバー，力はあるんだけど発揮できていないというのは，この 1・2・
3・ 4でどの学級でしょうか。じゃあまた同じようにお願いします。せーの，はいどうぞ。
　はい，ありがとうございます。実はですね，これはここなんです。つまり管理型の学級で子どもた
ちの自主性が育っていない。言われたことしかできない。授業でもシーンと聞いてはいるけれども，
子どもたちで活発な議論が交わされていないという風に河村先生が仰っていました。
　これは学級経営の R－ P－ D－ C－Aサイクルの図です。これは学級経営に関わらずいろんな
ところで先生方，行われていると思います。まずResearch です。学級の現状を正しく把握します。
そしてそれに対して Plan を立てます。学級経営案を考え，個別支援では何をするか，集団に対して
はどんなことをしようかな，ということを考えます。そして計画的に授業の中でペア学習やグループ
学習を取り入れたり，行事の工夫をしたり，あるいは人間関係づくりなどを行います。
　その後Check を行います。ここです。効果を検証し取り組みを修正する。この時に各学校や学年，
先生によってバラバラのチェックの方法ではなくて，測るものさしを揃えてみませんか，というのが
Q-U です。これは 1つの学年・学校，あるいは鳴門市など自治体全体で揃えると，より傾向を把握す
ることができます。Q-U は一般化されていますので，日本全国のあらゆるところで実施されています。
だから他県のいろんな研究成果とか，他県の学校と比較するという，そういう検証をすることもでき
ます。
　次はAction です。自分がやってきた実践はどうだったのかについてモニタリングしたことを活か
して，次の実践をするということになります。これが学級経営の R－ P－ D－ C－Aサイクルに
なります。
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　それでは，次に高知市の反省を含めてQ-U の活用のタイプについてお話したいと思います。これ
も資料には入れていないので，前の画面を見ながらお聞きください。高知市で多くの学校にQ-U の
研修に行って，いろんな先生たちに出会ったのですが，活用のタイプには 4タイプあることに気が付
きました。この図で縦軸は問題の認識，つまりアセスメントがきちんとできているかどうかというこ
とを表します。上に行けば行くほどアセスメントをきちんとしている。逆に下の先生はあまりできて
いない。
　それから横軸は対応についてです。右は素早く対応できる先生，左はなかなか対応ができなかった
先生です。ここ（右上）の先生はきちんとアセスメントをして，すぐに対応ができているので，学級
もそれから先生ご自身も確実に成長が見られました。，そして周囲からも大変信頼をされています。
　その次，ここ（右下）の先生，対応は早いんです。「ハイハイ，分かった分かった。うちの学級，
縦型だから承認得点が低いんですよね。人間関係づくりやります！」，パラパラパラとあったかプロ
グラムをめくって，「これをやろうかな」と，すぐにやるんですけれども，アセスメントがきちんと
できていない。思いつきでやるので，結局消化不良であまり変わらない。表面的な対応で終わってし
まうタイプの先生です。
　その次，ここ（左上）の先生，実は高知市はここが一番多かったんです。評論家です。分析はでき
ます。プロット図を見て「うちのクラスはね，こうこうこうなんです。ここにたくさんいるから…」
という風に滔々と語ってくださるんですが，なかなか実行はされない。この事については，当時を振
り返ってみてもすごく悔いが残ります。もっときちんと介入できていたら良かったと反省をしていま
す。
　そして，ここ（左下）の先生は，言い訳タイプです。「忙しかったんです。夏は部活が・・・」とか，
「なかなかあの子は変わらないんですよ」と，言い逃れとか，取り組みに対して後ろ向きな先生です。
この 4タイプに分かれるかなと思います。ぜひ鳴門市の先生方には，こういう右上のタイプのような
Q-U の活用をしていただきたいという自戒と反省と願いを込めて，この画面を作ってまいりました。
　では，Q-U を効果的に活用する秘訣を 3つお伝えします。まず 1つは，最初に「子どもに信頼され
る先生」というのを考えていただいたんですけれども，やはり上から「お前，何とかしろよ」ではな
くて，子どものことを分かろうとする，そういう教師の人間性が大事かなと思います。
　子どもの言葉尻や表面だけじゃなくて，しっかり感情をつかむこと。それからQ-U の結果，「Q-U
でこうだったから」ということだけではなくて，観察法，先生方の日常観察や個別面接の結果などを
総合して，アセスメントをするということが大切になってきます。
　 2つ目は，これは先ほどお話ししましたけれど， 2次的・ 3次的援助サービスが必要な子どもたち
を早期に発見して対応する。だから不登校を起こさない・生じさせない，いじめを防ぐ，そういった
こと全て，あるいはご自分の教育実践の効果検証としてもQ-U を活用することができます。
　先ほどお話しした 2次支援・ 3次支援というのは，ここにいる子どもたちです。ここに誰がいるの
かということに注目していただきたい。 2次支援がいっぱいいて大変だという時は，まずは不満足群
の子どもへの対応です。ここにいる子どもたちにはすぐに介入する必要があります。高知市はQ-U
の用紙しか配っていないので，全部学校で集計してもらっています。だからやったその日のうちに集
計をして，ここに名前のある子どもたちには，すぐに介入をしてくださいということを繰り返しお話
してきました。
　そして 3つ目は援助者，つまり教師自身のアセスメントです。まず自分自身がどんな指導行動を取っ
ているのかというチェック，これはセルフモニタリングです。
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それからイラショナルビリーフ，これは教師自身も間違った思い込みという意味です。つまり「子ど
もはこうするべきだ」，「学級はこうでなければならない」という思い込みが強すぎると，なかなか自
分のやり方を変えることができないので，自分はこういうことに対しては許せないという思いが強く
なってしまうとか，ここはちょっと甘くしてしまうとかいう，ご自身のことを知っておくということ
も大事です。そして自分の拠り所となる理論，哲学。そして得意な技法について，自分は何ができて
何ができないのかを知っておくということが大事かなと思います。
　では，ここから実際にどういう風なやり方でQ-U を活用すれば良いのかということを提案してい
きたいと思います。まず，上手い先生はどこが違うのか。上手い先生は原因追求をしすぎないという
ところがあります。どういうことかと言いますと，つまり上手くいく秘訣というのは，先生方もご存
じのとおり同じ失敗を繰り返さないこと。このことは上手くいく秘訣に他なりません。
　原因を追求して取り除けばそれで良いのかということですが，全部の原因を取り除くことができま
すか？不登校の子どもで，「学校に行きたくない」「行けない」というとても不安な気持ちがある。話
を聞いてみると，お父さんとお母さんが最近ちょっと上手くいってなくてひょっとしたら離婚するか
もしれない。A子ちゃんはそのことが心配で心配でたまらない。
　じゃあお父さんとお母さんに話して離婚するのはやめてもらえば，それで解決しますか？というこ
とです。原因というのは解決できることだったら良いのですが，実は私たちが関わっている子どもた
ちが起こす様々な問題というのは，取り除けないことが原因になっていることが多いのではないかな
と思います。
　だとすれば，原因を取り除くのではなくて他の考え方，「解決志向ブリーフセラピー」という，こ
の考え方を用いませんかということです。ここで言う解決というのは，その問題が解決する，なくな
るということではなくて，新しくそこに何かが構築されることで，それによってより良き未来の状態
を手に入れることです。これを「解決志向ブリーフセラピー」という言います。
　具体的に言うと，今までだったら「なぜ上手くいかないのかなぁ」と考えて，「原因は何かな？」
という考えを巡らせていたのを，そうではなくて「どうしたら上手くいっていくのか」を考えた時に，
その子の上手くいっている時には，どんなことが起こっているのかについて考えてみるという方法で
す。
　ある先生が，「例えばこんなことだよ」と教えてくれました。不登校でずっと学校に来ていなかっ
た子どもが久しぶりに学校に来ることができた。その時に「Bくん，今日学校に来て教室に入る時に，
どっちの足から入ったの？」，「右足かな？左足かな？」，「あっそうか，右足から入ったんだ。じゃあ
右足から入ると上手くいくんだね」と，そんな感じです。上手くいっていることを捉えて，そこで何
が起きているかを想像してみることで支援の方法を考えていくというやり方。これが解決志向ブリー
フセラピーです。
　その次，上手い先生のヒントの 2つ目は，上手くいかなければ行動を変えるということです。これ
も先ほどのブリーフセラピーの続きになるのですけれども，ルールの 1つ目，もしも上手くいってい
るのなら変えようとするな。上手くいっていることは続けます。 2つ目，もし一度上手くいったなら，
またそれをやってみる。もし上手くいっていないのであれば，何でも良いから違うことをやってみな
さいという風なことです。子どもを変えようとするのではなくて教師自身の行動，対応とか方法を変
えれば未来も変わってきますよ，という考え方です。
　これも読んでいただいたら分かると思うんですけれども，発想の前提が 4つあって，変化というの
は絶えず起こっている。変化が起こらないことの方がおかしくて，小さな変化は絶えず起こっていて，
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それは必然です。そして小さな変化を重ねることで，大きな変化が起こる。解決について知る方が問
題の原因を把握することよりも有用である。
　そして，ここが私は一番大事かなと思うんですけれども，解決するのはクライエント自身だという
ことです。ここではクライエントという書き方をしてますが，子どものことです。子どもは自分の問
題解決のためのリソース，資質や資源を自分の中にもっている。つまり子どもが解決の専門家である。
この考え方がブリーフセラピーです。
　どういうことかと言いますと，例えば「今晩何を作ろうかな，カレーライス作りたいな」と思って
冷蔵庫を開けて，「あっ，たまねぎとにんじんはあるけど，じゃがいもとお肉とカレー粉がないな」
と思って，それを他から調達するのではなくて，冷蔵庫を開けて「たまねぎとにんじんがあるから，じゃ
あたまねぎとにんじんで作れるものを考えようかな」という，このイメージが解決志向の考え方にな
ります。
　では 3つ目，アプローチのレパートリーをたくさんもつ。原因を取り除くことをせずに，上手くい
かなければ他の方法をやってみる。でもそのためにはやり方を色々と知っていないと，やり方が変え
られないですよね。
　ちょっと話が長くなってきましたので，少しここでまた先生方に考えていただきたいと思います。
ここになかなか開かない扉があります。この扉を開く方法，開ける方法を 1分間でできるだけたくさ
ん考えていただけますか。何を使っても，どんな方法でも構いません。この扉を開く方法， 1分間で
お願いします。
〈約 1分間〉
　はい，ありがとうございます。ご協力いただいてありがとうございます。暗い中で申し訳ないです。
それではちょっと聞いてみたいと思います。 5つ以上，たくさんいらっしゃいますね。 6個以上， 7
つ， 8つ， 9つ，10個以上見つけたという方いらっしゃいますか？いらっしゃいませんね。 9個が一
番多いのかな。それでは， 9個の先生，もう 1回手を挙げていただいていいですか。ありがとうござ
います。ちょっとスタッフの方，聞いていただくことはできますか？手を挙げてくださっている黒い
お洋服の女性の先生，すみません，お 1人だけ，どんな 9通りを考えてくださったか，ちょっと教え
てください。
「人をたくさん呼ぶ，鍵穴を壊す，ドアごと外す，爆破する，斧で壊す，別のドアを探す，内側から
開けてもらう，登って上から入る，地下に道を作る。」
　凄い。拍手をお願いします。（拍手）素晴らしいですね。わずか 1分間で， 9つのやり方を考えて
くださいました。実はレパートリーというのはこういうことなんですね。これがもし，このドアが子
どもの心だったら，子どもの心の扉だったら先生方，どういう風にその子の心の扉を開きますか？
　やり方，いくつぐらい思いつきますか？　そういうことです。何かに対応する時に，「これやって
みようかな，あれやってみようかな，どれが上手くいくかな」という，そのためにはやはりレパート
リーをたくさん持つということが大切かなと思います。
　そして，最初にご紹介したこの図なんですけれども，そのためのモデルというのは実は，先ほどの
先生方のように同じ職場，同じ鳴門市の先生方の中に，きっとたくさんいらっしゃるんですね。もち
ろん研修会に行ったり，本を読んだりインターネットで調べたりといったこともそうなんですが，是
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非まずは同じ職場の同僚の先生方から学んでもらいたいなと思います。
　もちろん学ぶのは技法だけではありません。その先生の人間性，立ち居振る舞い，その先生の生き
方，理論，そして技法。リソースノートというのを 1冊作って，「この先生のこんなところいいな」
とか，「このやり方を真似したいな」というのを書き留めておかれると良いのではないかなと思います。
これからお若い先生がどんどん現場に入ってくるんですけれども，是非ご自分のリソースノートを今
から作られておくと凄い財産になるのではないかなと思います。
　では，ここから私の勤務している学校で，先ほどの「解決志向ブリーフセラピー」の考え方に基づ
いて実践している「蓄積データ」というものについて，ご紹介したいと思います。これは文科省の中
から取ったものなのですけれども，これからの時代に求められる教師の資質・能力です。文科省は，
これら全てのものを身に付けなさいよという凄いことを言ってきていますね。またこれは後で読んで
おいていただいたらなと思います。
　でも実際に現場の教員というのはなかなか忙しいし，そういうことを一体どうやって身に付けたら
良いのかということに苦しんでいます。私は今の学校に来て 3年目なんですけれども， 2年前の 6月，
先生方はこの「学習性無力感」というものに苛まれていました。
　ご存じの先生方がおられるかもしれませんが，高知市の西部中学校というと「今度，どこに異動に
なった？」，「西部中学校」，「えっ大変やね」，そういう言葉の返って来る学校です。全校生徒が今は
560人ぐらいなんですが，650人いた時，今から 6年前はエスケープが60人いたんです。廊下を自転車
で走る子もいました。ゴミもたくさん落ちています。対教師暴力もありました。喫煙もあります。そ
ういう風な学校でした。それが，今年の 1学期は，エスケープは 3人だけです。この生徒たちもいつ
も出ている訳ではなく，どうしても入れない時だけ外に出ています。ゴミも全くおちていません。
　一昨年私が赴任した時， 4月には先生方はリセットをかけているので良かったんですけれども， 5
月のゴールデンウィークが明けて 6月になると，本当に毎日・毎日いろんなことが起こって，それら
に対して対応はしているんだけれども，やってもやっても良い結果が出ない，望む結果が得られない。
そういう状況が続く中で，「何をやっても無駄なのかな」という，ドヨーンとしたそういう空気が学
校の中にありました。疲弊感から無力感に陥っている。そういう状態でした。
　後から聞いたんですけど，これを「学習性無力感」というのだそうです。つまり人間というのは，
何か大きな挫折がボーンと 1回来るより，「上手くいかないな」「また，上手くいかない」という小さ
な挫折の積み重ねの方がダメージが大きいということです。これは子どもの学習も同じなんです。毎
時間の授業の中で「また分からない」，「この時間も分からない」，そういうことが積み重なっていく
と「もうやりたくない」，そういう気持ちになっていきますが，このことを「学習性無力感」と言い
ます。今考えると，うちの職員はこれになっていました。
　そこでやり始めたのが，この「蓄積データ」という考え方です。これはどういうことかと言うと，
先ほどのブリーフセラピーの話を思い出してもらったら良いと思います。子どもが喧嘩をしています。
トラブルが起こりました。先生は何もしない訳ではなくて，その 2人に対して介入をします。行動が
プラスに変わりました。そうすると，「この方法は上手くいったから，続けましょう」となる。
　でも，対応はしたんだけれど子どもの行動は変わらない。一時は， 2人は離れていたけど，また喧
嘩をやり始めた。あるいは先生が声を掛けたことで，余計 2人がエキサイトしてしまった。こういう
場合は，「そのやり方は止めて他のやり方を考えてみませんか」，「他のレパートリーに挑戦してみま
せんか」という，これだけのことです。これを記録に残すということを，うちの学校ではやってみま
した。
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　これがいわゆるメタ認知ですね。今日何回もお話をするんですけれども，普段私たちはここで何気
なくいろんな対応をしています。これを，上から見ているような，俯瞰しているイメージで自分の思
考とか，どんな感情が起こったかとか，どんな行動を取ったのかを眺め，それに対して子どもの行動
がどう変わったかをチェックします。これをセルフモニタリングと言います。
　そしてチェックしたことに対して，思考や考え方，行動・感情を修正することをセルフコントロー
ルと言います。この流れを学校の中で自然にできる仕組みを考えてみました。それを「蓄積データ」
と呼んでいます。原理は，繰り返しますが「上手くいったことは続ける」「上手くいかなかったこと
は他の対応をする」です。ねらいは，先ほどの学習性無力感からの脱出，負の空気に巻き込まれない
ということです。
　これを行うことで，できていることに注目するようになります。今何ができているのか。つまり冷
蔵庫の中に何があるのかということに注目すると，プラスの変化が起こります。逆に，「あれもでき
てない，これもできてない」，「できてない，できてない」という風に考えると，それは上手くいかな
い。じゃあどっちにハンドルを切りますか？ということです。
　蓄積データの集め方は，先生方に，生徒に対して行った具体的な対応と，その結果を先生方に記録
に残してもらいました。 2週間ずつの記録を，一昨年は各学期 1回ずつ，合計 3回を取ってもらいま
した。例えば，「授業中，騒がしい」という課題に対して，「こんなことをしました」ということを記
録し，上手くいったことは［＋］，変化がなかったことは［±］，上手くいかなかったことは［－］と
いう風に記録を取ってもらって，これを一覧表にしました。
　分析の仕方は，上手くいった［＋］の中で得られたことについては，上手くいったことなのでその
まま繰り返し行う。それで上手くいった要因を考えて，新たなことにつなげていきます。それから［±］
や［－］は，これは上手くいってないから繰り返してやっても変化は起こらない。効果のないやり方
は，やり方を変えるか新しい方法を考える。こういう風なやり方です。
　これがその一部なんですけれども，例えば「授業中騒がしくて話が聞けない」という課題に対して，
これは実際の記録なんですが「静かにしなさい！」としつこく注意した場合，「やかましい，うるさ
いわ！」［－］です。机間指導をする時に，個人的に「静かにね」と声を掛けた。一時は静かになる
けれども，また話し始めた［±］。
　でも特に大切だと思うことやあるいは次にすることを黒板に書くと，これは話をするのを止めて静
かに指示に従うことができた。「あっこの方法は使えるかな」という風なイメージです。実際にこれ
を行う前は，「先生たちは本当に記録をとってくれるかな？」と半信半疑でした。しかし，実際にやっ
てみて，先生方に記録を返した時に，こういうことが起こりました。
　まず 1つ目，教員は自分で気づいたことは行動修正につながるということがわかりました。人に言
われても直さないけど，自分で気がついたら直すことができる。それから同じことをやっているのに，
上手くいく先生と上手くいかない先生がいる。これは何かなぁ。それから指導行動を変えたいんだけ
ど，指導行動のレパートリーが少なくて，なかなか指導行動を変えられない，そういう先生がいる。
こういうことも分かりました。
　上手くいった時の共通項としては，子どもを直そうとする，つまり「お前なんとかしろ」という風
に子どもをつつくのではなくて，その子どもが何に困っているのかを探り，だからうまく行動ができ
ないのかということを考えて，その思いに寄り添って声掛けとか対応ができている。つまり教育相談
の原理「直そうとするな，分かろうとせよ」，これが共通項として見つかりました。
　［±］の場合は，子どもへの関わり方がぼんやりしていて，あまり具体的なことが書かれていなかっ
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たり，あるいはYOUメッセージで「君が何とかしたらいいね」という声がけだったり，教師の思い
があまり見えてこないということが共通項として挙げられます。
　それから［－］，これは何とかして子どもの行動を変えようという思いはあるんです。でも威圧的，
指示的，感情的な対応になっているので［－］になっている。しかも［－］に変化しただけではなく
て，教師が関われば関わるほど子どもと教師との関係性も悪くなっていく。こういうようなことが結
果として分かりました。
　これが 1回目と 2回目， 6月と10月に取ったデータの結果です。Nというのは対象で，36名の教員
全員が書いてくれました。 1回目は67のデータの内，先ほど言った学習性無力感になっている時です
よね。やってもやっても変わらない。何と71.7％は変化が起こらないことをやっていたんです。［＋］
はわずか 2割。それで同じ記録をもう一度10月に取ってもらいました。この間にとくに教員集団への
介入はしていません。ただブリーフセラピーの考え方を伝えただけです。
　サンプルも増えていたんですけれども，今度は［±］が36.9％，半分に減っています。それで［＋］
は52.4％。つまりここで何が起こったかというと，メタ認知です。先生方が自分の行動をセルフモニ
タリングしてセルフコントロールできる，それが身に付いていたということが，この結果を見てわか
りました。私たちも「あぁそうなんだ。これができれば上手くいくんだ」ということを把握すること
ができました。
　これがデータの一覧です。こんな感じで全部で235，本当にこれは宝の山なんです。だからこれを
無駄にしたくないな，何かこれを有効に使いたいなということで，実践例を今から 3つ紹介したいと
思います。ねらいは，先ほどから何回も言っていますが，自分の行動についてセルフモニタリングを
して自らの指導方法を修正する。そして仲間の指導方法を知ることで指導のレパートリーを増やす，
これが狙いです。
　実践事例の 1つ，自分の指導行動へのフィードバックです。まず 1人でやる方法です。今日お話を
聞いていただいて，「これやってみようかな」と思われたら 1人でもできます。具体的なやり方は，
個人でやる場合は記録を取って一覧表にして，自分の指導行動を振り返ります。
　うちは学校全体でやったので，記録を一覧表にした先ほどのものを全員に配りました。でも対応に
ついては，ごく簡単に 1行ぐらいしか書いていないので，「自分でやってみたいけど，やり方がわか
らないので教えてほしい」という声があがりました。そこで，詳しく知りたいことを質問して，それ
を実践者に「そのことについては，こういう風にすればいいんですよ」という回答を記入してもらっ
て，それを冊子にして全員に配付しました。これがこの「紙上交流シート」です。お互いのコツや技
を盗むというものです。中身はこんな感じです。「教室ボランティア，いったいどんなことをどんな
風にするんですか？」，それで質問を受けたこの先生はここに詳しく書いています。
　これを行ったことで，質問をもらった先生の自己肯定感が凄く上がりました。だって自分の指導方
法や，やってることに注目してくれて「どんなにやったらいいんですか，教えてください」という質
問が来る訳ですよね。この回答の最後に「質問してくれてありがとうございます」と書いてくれてい
た教員もいました。
　では，その次「学校スタンダード」について説明します。先ほどのたくさんのものの中から，うち
の学校は［＋］のデータに注目をして，これは上手くいっているんだから是非みんなでやってみよう，
というものを選んで西部中学校のスタンダードを考えました。これをやることのメリットは，教師側
は経験年数に関わらず同じことが指導しやすい。初任者の先生も，私のように30年ぐらいやっている
者も同じように指導ができる。
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　それから子どもたちにとっては，みんなの先生が同じように言ってくれる，同じ指導をしてくれる
ので一貫性があって行動に移しやすい。これは特別支援の必要な子どもたちにとって，とてもやりや
すい，分かりやすいことかなと思います。これは先ほどの繰り返しですけど，［＋］の中からやりた
いことを選んで，それを研究推進委員会とかの中からスタンダードとして選びました。
　それで，やろうと決めたのはこの 3つです。授業の号令を揃える。それから月曜日は学年会を入れ
る関係で掃除がないので，その日は終学活で 1人 5つ以上ゴミを拾う。そして雑巾には大きく名前を
書いて“マイ雑巾”として使う。資料に写真がありますか？。こういう感じです。大きく名前を書い
ています。
　それまでは，うちの子どもたちは雑巾をこんな感じでつまんで，適当に洗ってグジャッと干してい
ました。でもマイ雑巾にしたことで，自分の雑巾という思いが生まれ，綺麗に洗って雑巾掛けに掛け
て，そして掃除も一生懸命にするという，一石何鳥もの効果が出たかなと思っています。
　スタンダードを定着するためのコツは，やっぱりやり方に差が出ないようにすることだと思います。
だから具体的に 5つ拾うなら 5つとか，大きくならどれぐらいの大きさで書くとか，そういう風に細
かなことまで決めることが大切です。それから「オレの学級はやりたくないな」ではなくて，全学級
でやる。そして何と言っても楽しみながらやることですよ。「こうすると上手くいくね，いいね」と
いう，そんな感じでやっています。
　 3つ目は，個別支援が必要な子どもへのスモールステップです。これは先ほどお話ししたような，「話
が聞けない」とか「ノートをとる」という集団に対して行った蓄積データでは，変化が起こりにくい，
それでもなかなか指導行動が変わらないという手強い子どもたちに対して行ったものです。そういっ
た子どもたちに対して，どうすれば良いのかなということで考えたのが，このスモールステップです。
少し頑張ればできそうだという課題を，何段階かに分けて設定しました。この「スモールステップ」
のコツは，これくらいだったらできそうというステップを考えることです。このステップを考える際
には，教師サイドで考える場合もあるんですけれども，できれば子どもと一緒に考えることでよりい
い結果が得られると思います。例えば，「宿題できてないけど，この宿題の中で，まずどの宿題だっ
たら毎日出せそうかな？」という風に，子どもと相談しながらスモールステップを決めると，より有
効ということが研究の結果分かりました。それで，できたことに対しては認める。認めることによっ
て，望ましい行動が強化されて，信頼関係も築ける。
　つまり，スモールステップを設定することで，「できた！」という喜びと，できたことを認めるこ
とで信頼関係もできる。これも一石二鳥の方法かなと思います。イメージはこんな感じです。例えば
この段差すごく高いですよね，床からこのステージまで，これを一歩では上がれないけれども，あの
ように階段があれば上がることができます。そうすればなかなか変化が起こらない子どもも，変化を
起こすことができますよということです。
　これが，それを実際にやった時の記録用紙です。お手元にもお配りしていると思いますのでご覧く
ださい。具体的には，この子の場合は「忘れ物が多い」ということだったので，まずは宿題ではなく
て「返信だけ書いてくれば良い，それを提出することから始めようか」というスモールステップを考
えました。
　最後にもう 1つ「シミュレーションシート」，これがぜひQ-U の結果を活用して先生方に使っても
らいたいものです。お手元の資料にシミュレーションシートの枠が入っていると思います。こういう
ものです。「学級の現在地」と「目指す学級像」，「具体的な行動」，「アプローチ」というものがあり
ます。
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　これの使い方は，まず「現在地」のところ，ここには先生方の日頃の観察とか子どもとの面談，そ
れからQ-U の結果から気づいた学級の強みと弱みなどを記入します。そしてそれに対して「目指す
学級像」，どんな学級・どんな子どもたちになってほしいか，これはもう学級経営案に先生方が書か
れていることだと思います。
　その中で，まずは具体的にどんな行動を身に付けてほしいか，そこを書きます。そしてそのために
はどんなことをするのか。「具体的な行動」の中から，目に見える「これができるようになった」，「こ
れができた」，「この時間にこの活動をしたら，これが 1つ子どもたちに身についたな」という，そう
いう変化が分かりやすいものをプログラムとして，ここに考えます。
　プログラムは，いつ・何を・どんな順番で行うのか。学級経営の指導案という風に思ってもらえれ
ば良いと思います。そしてここで使えるものは「チャンス・イベント」，行事です。あとは子どもた
ちの学級の良いところ，そして先生ご自身のリソース，こういうものを有効に活用します。これは，
うちの去年の 3年生の学級で作ったものをちょっと持ってきました。
　この学級の課題は，右下の非承認群の子どもたちの自己肯定感が低く，自分の長所が言えないとい
うことです。 3年生ですので，高校を受験する際に，「志願理由書」というものがあり，それには「自
分をアピールできることがら」を記入する欄があります。たとえば，自分は中学校ではこんなことを
頑張っていますとか，長所はこんなところですなどと書くわけですが，それが書けない。それから不
満足群（左下の子ども）は，学習意欲が低くてパワーダウンしています。でもこのクラスのリソース
としては，みんなでする活動には意欲的に取り組めるという，そういう学級です。担任の目指す学級
像は「誰もが自己肯定感のもてるクラス」，具体的には自分の長所が 1つは言える，あるいは書ける
ようになって欲しいと願っています。
　そこでこの担任は，「自分の短所も見方を変えれば長所になる」という，自分の気づいていない良
いところを知ることができる活動をやってみようと考えました。プログラムとしては，まずは「だま
し絵」を提示して，「見方を変えるといろいろな見え方ができる」ということを経験し，その後リフレー
ミングを行います。ちょっとその様子を紹介したいと思います。
　最初の「だまし絵」です。これは先生方，何に見えますか？　兎に見えた方？　鳥に見えた方？　
はい，ありがとうございます。両方に見えた方？「だまし絵」というのは，こういう感じで見方によっ
て，いろいろなものに見えます。「だまし絵」には，他にも『ルビンの壺』などたくさんの種類があ
ります。こういうものを使って，最初に子どもたちに「見方を変えるといろいろな見え方ができる」
という体験をしてもらいます。
　これは，子どもたちが自分には良いところがあると思っているのかどうかを，数直線のような図に，
自分の名前のプレートを貼っているところです。「自分には良いところが全くない」から「良いとこ
ろはたくさんある」という目盛りになっています。黒板に名前のプレートを貼ってもらったところ，
やっぱり「良いところがない」と思っているところに，たくさん子どもたちが名札を貼りに行きまし
た。
　次は担任の自己開示です。「私の短所って怒りっぽいところなんだけど，今日はこの“怒りっぽい”
というところも，実はこんな良いところがあるんだよと，みんなで言い換えてくれる？」という風に，
最初，担任が言います。そうすると子どもたちは，「んー何かな？」と一生懸命考えています。
　「怒りっぽいというのは感情豊かなことなんだよ」とか，「感情を表に出せる」「感情表現が豊か」
とか，「あぁ凄いな，こんな風に言い換えてもらって嬉しいなぁ」という風に言っています。それで「じゃ
あ今度はみんなもやってみようね」と，自分の短所について書きます。そしてそれをグループの中で
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お互いにシートを回してリフレーミングします。
　こういう感じでちょっと談笑しながらやっていました。この時は自分たちのグループだけではなく
て，もう 1つ隣のグループへも回して，リフレーミングをしてもらいました。この画面は返ってきた
自分のシートを読んでいる子どもたちの様子です。こんな感じで真剣に子どもたちはそのシートを読
んでいます。最後は，担任が全員の「振り返りシート」を読みます。更にこの担任はこれを学級通信
でも，こんな形で載せて紹介をしています。
　最後になりますが，河村先生が研修会の中でこういうお話もされていました。これからアクティブ・
ラーニングがどんどん入ってきますよね。でもアクティブ・ラーニングこそ，学級経営ができていな
いと大変になりますよと。つまり集団づくりが上手くいっていない学級でアクティブ・ラーニングを
やると，より学級集団が不安定になり，そして学力が上がるばかりか，学力が低下してしまいますと
いう話をされていました。
　では何が必要かというと，もしアクティブ・ラーニングを展開するのであれば，子どもの実態と学
級の現状を踏まえたうえで，どのようにアクティブ・ラーニングの方法をそこに入れるのかというこ
とを考えて展開しないと，ただ机をくっつけて活動をしても，それは本物のアクティブ・ラーニング
にはなりませんと釘を刺されました。
　本当に最後まで聞いていただいて，ありがとうございました。最初に結論を言ったのですが，Q-U
の結果を上手く活用して満足型の学級を作るのか，あるいはQ-U の結果は机の中で眠っておいて「変
化なし」になるのか，先生方はどちらにハンドルを切られますか？
　ご静聴ありがとうございました。高知はいよいよ明日からよさこい祭りが始まります。是非よかっ
たら 9日前夜祭，10・11日本番，12日に後夜祭もありますので，エネルギッシュな祭りを見に来てい
ただければと思います。以上で終わります。時間が長くなり申し訳ありませんでした。ありがとうご
ざいました。（拍手）
総合司会（鈴木）
　吉本先生，ありがとうございました。続きまして質疑応答を行いますが，会場設営等準備のため，
只今から10分間，休憩させていただきます。質疑応答は11時15分から開始させていただきます。休み
の間に質問用紙にご記入いただき，ロビーにあります回収箱に入れていただきますよう，お願いいた
します。
……＜休　憩＞……
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総合司会（鈴木）
　お待たせしました。これより質疑応答を始めさせていただきます。質疑応答の聞き手は，鳴門教育
大学地域連携センター所長，阪根健二が行います。阪根先生，よろしくお願いします。
司　会（阪根）
　吉本先生お疲れさまでした。私も高知県には生徒指導関係でよく仕事に参りますが，市の教育研究
所にも伺っており，吉本先生は，高知市の教育研究所の教育相談班長をされておりました。その後，
市立西部中学校の教頭先生になられました。西部中学校はお話にもありましたように，若干の課題を
抱えておりましたが，現在は非常に落ち着いております。
　現在は，高知市内全体の学校が落ち着いているようですが，高知市は我々徳島・鳴門とは違いまし
て，公立小学校の子どもの相当数が，私立中学校に進学します。ですから，公立学校は様々な課題を
抱える訳です。ある小学校では，地元の中学校に行かないようにするため， 9割近い子どもが私学を
受けたと聞きます。こんな状況の中で，中学校を運営するとなると，もし徳島だったらどうでしょう
か。我々には考えもつきませんね。
　そういう中でご苦労されておりますし，当然学校でも非常に厳しい状況だった訳ですが，では，学
校ではどうしたら良いのか，アクティブ・ラーニングはどうしたら良いのかという様々な改善の中で，
これを始められた。特に，十数年前からQ-U を入れた中心の方が，吉本先生であると聞いております。
　さて，質問がいくつか出てきております。では，皆さんの質問をそのままという形よりも，若干括っ
て行いますのでご容赦願いたいと思います。まず質問の中で，高知のQ-U の状況をお伺いしたいと
いう質問があります。例えば「どの学年でも実施しているのか，年間どれぐらいやるのか，いつ頃か
ら始めたのか」という質問が複数出てきています。お願い申し上げます。
吉　本　恭　子（高知市立西部中学校　教頭）
　先ほどはありがとうございました。時間をオーバーしてすみませんでした。先ほどの阪根先生の質
問とはズレてしまいますが，小学校 6年から中 1に入学する時に，平均すると 3 ～ 4割が私学に抜
けるというお話がありましたね。ちょっと先生方，Q-U の 4 つの群を頭にイメージしていただけま
す？
　どの群の子どもたちが私学に抜けると思います？　そうですよね，右上の子どもたちはほとんど私
学に行きます。中学校に入学してくるのは，右下と左上と左下の子どもたちということになります。
言い訳ではありませんが，高知市の中学校はそこからスタートするという現状があります。
　Q-U の高知市の実施の状況なのですが，始めたのは平成16年です。その年は小学校 3年生から中学
校 3年生まで，急遽実施することになりましたので， 1回分だけ予算をかき集めて実施をしました。
現在は，またその形に戻っています。この間，年度によって予算の増減があり，小学校 1年から中学
3年生まで，すべての学年で 2回実施ができた年もありますし， 1回分は県が出して， 1回分を市が
【質疑応答】　「学級経営とQ-U活用」
講　師　高知市立西部中学校　教頭 吉　本　恭　子
聞き手　鳴門教育大学　地域連携センター　所長 阪　根　健　二
 （大学院学校教育研究科　教授）
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出すという年もありました。
　現在は，小学校 3年生から中学校 3年生まで 1回分のQ-U の用紙を配ってくれています。用紙の
配付のみですので，図書文化からパソコンで分析された結果が戻ってくる訳ではありません。自分で
子どもたちのアンケートの回答を集計してプロットに落とし，それを分析するというやり方をしてい
ます。
　それともう 1つ，高知市ではQ-U はお金が掛かるので，高知市独自のQ-U に代わるアンケートと
いうのも平成23年に作成をしました。「あったかアンケート」と言います。河村先生もこの間のお話
の中で仰っていましたが，Q-U がすべてではなくて他の尺度でもいいんだと。ただ教師の主観だけで
は，学級経営や研究成果の検証などについて，「P－ D－ C－Aサイクル」でチェックをしていく
のには限界がある。やはり客観的なデータを活用しながら，セルフモニタリングをしていくことが必
要なんですと話されていました。
司　会（阪根）
　ありがとうございました。「Q-U でいじめは発見できるんでしょうか？」，こういう質問があります
が如何でしょうか。
吉　本　恭　子（高知市立西部中学校　教頭）
　Q-U の質問紙を思い出していただけますか？小学校の「居心地の良いクラスにするためのアンケー
ト」の 1番から 6番は承認得点に関するものです。例えば「あなたはクラスの人から認められること
がありますか？」とか，「クラスの人が励ましてくれますか？」，「あなたの気持ちを分かってくれる
人がいますか？」，「応援してくれますか？」などは，縦軸の承認得点につながる問題が 1～ 6です。
　 7～12は被侵害得点，横軸に関係のある質問項目です。 7番「あなたはクラスの人に嫌なことを言
われたり，からかわれたりして辛い思いをすることがありますか？」， 8番「あなたはクラスの人に
暴力を振るわれるなどして辛い思いをすることがありますか？」， 9番「あなたはクラスの人にバカ
にされるなどして，クラスにいたくないと思うことがありますか？」
　10番「あなたは休み時間などに一人ぼっちでいることがありますか？」，11番「あなたはクラスで
グループを作る時などに，すぐにグループに入れないで最後の方まで残ってしまうことがあります
か？」，12番「あなたはクラスの人たちから無視されているようなことがありますか？」，こういう質
問です。
　如何ですか，先生方。この質問に子どもたちがどう答えているか。 1番「まったくない，そういう
ことはない」， 2番「あまりない」， 3番「少しある，少しそう思う」， 4番「よくある，とてもそう
思う」。それでもし， 8番「あなたはクラスの人に暴力を振るわれるなどして辛い思いをすることが
ありますか？」で， 4に○をしていたら，先生方はどうされますか？「ふーん，そうなんだ」で終わ
らせたりはしないですよね。
　ですから，「いじめのアンケート」とは，どこにも河村先生は書いていませんけど，いじめの早期
発見に使えるアンケートなんです。河村先生ご自身が元々小学校の教員で，その時のご自身の学級経
営の中で「いじめを未然に防ぐためのアンケート」として作られたのがQ-U なんです。先ほどはふ
れませんでしたが，ぜひQ-U の一つひとつの質問項目にどう答えているのかということに注目して
欲しいと思っています。プロットの型が親和型か縦型か，もちろんこれも大事ですけど，実は一つひ
とつの質問項目にどう答えているのか，ここがポイントなんです。
－ 23 －
　図書文化から返ってきた結果だけだと，ここを見逃してしまうんです。だからQ-U を取ったその
日に，例えば 9番だけでも良いです。「暴力を振るわれている，嫌な思いをしている」，そこだけを
バーッとクラスの子どもたち， 4番にまるをつけている子はいないかな， 3番の子はいないかなと
チェックする。それだけでも私は十分いじめの未然防止につながると思います。
　更に中学校ではこの項目も見落とさないで欲しいです。中学校の居心地の良いクラスの質問項目の
19番「学校に行きたくない時がある」です。私が教育相談班にいる時，夏休み明けから学校を休み始
めた子どもの相談で学校に行った時には，必ず 1学期のQ-U の結果を見せてもらっていました。
　「先生，この子の 1学期のQ-U の結果を見せてくれますか？」とお願いして，その子の19番の結果，
「学校に行きたくないと思う」の質問を見ると，中学校は 5段階なんですけど，5を付けているんです。
つまりこの子はQ-U を実施した 5月から「学校に行きたくない」と思っていたわけです。それで，「先
生，この子， 5月の時点で学校に行きたくない時がよくあると思っていますよね。先生はこの結果を
見て，どんな対応をされましたか？」と尋ねたところ，「いやあ，気が付かなかったです」と。ポイ
ントはここなんです。
　なので，事実じゃないかもしれないけれど，子どもがそういう風に感じているということを読み取
り，そこに思いを寄せることができるかどうかということなんです。難しい分析方法は要らないので，
ぜひ一つひとつの質問に「この子，こんな風に思っているのか・・・」ということを感じていただけ
ることが，Q-U の一番効果的な活用の仕方ではないかと思います。そんなのでよろしいでしょうか。
司　会（阪根）
　はい，ありがとうございました。本日は遠隔システムで，美馬市とつないでおりますので，美馬会
場の方から質問をお願いします。美馬会場の方から質問者がいれば，マイクでお願いしたいと思いま
すが，長江先生，美馬会場は如何でしょうか。質問者はお出でになりますか？
美馬会場（長江）
　はい，美馬会場です。今から質問をいたします。どうぞよろしくお願いします。
司　会（阪根）
　お願いします。
質問者
　失礼します。吉本先生，ご講演ありがとうございました。Q-U について大変詳しく分かることがで
きました。それで 1つお聞かせいただきたいのは，アクティブ・ラーニングと学級経営の関わりのと
ころですが，手元の資料の方にスライドがないので，アクティブ・ラーニング，主体的・能動的な学
びが上手くいくための学級の在り方について，もう少し詳しくお聞かせいただけたらと思います。よ
ろしくお願いします。
司　会（阪根）
　はい，ありがとうございました。アクティブ・ラーニングですね。最後，河村先生がおっしゃった
という部分ですね。お願いいたします。
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吉　本　恭　子（高知市立西部中学校　教頭）
　ここは今うちの学校でも研究中です。最初にお話させていただいたように，本当に大変な学校だっ
たので，こんな言い方は良くないですけど，授業どころではない，毎日毎時間生徒指導に追われてい
ました。休み時間ごとにどこかで何かが起こっているという学校だったのですが，ようやく学校が落
ち着いてきました。そこの背景には先ほどお話しした蓄積データもあるのですが，実は人間関係づく
りを凄く丁寧にやりました。
　構成的グループ・エンカウンターをはじめ，いろんなものを取り入れる中で子ども同士，教師と子
どもとの人間関係が良くなる中で随分と落ち着いてきたんですね。でも学力はまだまだです。だから
今年は研究テーマを「授業を大切にできる学校の実現」という風に改めて，授業改善に取り組んでい
ます。
　その中で，いわゆるグループ学習，アクティブ・ラーニングを取り入れていこうということで始め
ています。授業の中でそういう風な学び合いをやっていこうということにはなっているんですが，な
かなか上手くいかないというのが実態です。この間の河村先生のお話を要約すると，要するにグルー
プ活動の展開の仕方，そこを学級の状態によって工夫しなさい，つまり自由度を加減する必要がある
ということです。
　満足型の学級であれば，子どもたちの自由度は高くてもOKです。ルールも守れるし，関わり合い
もできるから，子どもたちに任せても，思考を深めたり交流し合ったりできます。でも馴れ合い型だ
とルールがないので，「話し合ってください」と言うと，勝手に他の話題になったりということが起
こるし，縦型の管理型の学級だと，分かっている子どもだけが一人で全部しゃべって終わってしまう。
　だから，学級の状態をアセスメントしたうえで，授業の中のどの部分で，どんな方法でそういう活
動を入れていくのかということを考えていく必要があるのだと思います。そうすることで，アクティ
ブ・ラーニングというのは本物になっていくというイメージです。お分かりいただけるでしょうか。
司　会（阪根）
　如何でしょうか。
質問者
　ありがとうございました。また参考にさせていただいて，取り組んでいきたいと思います。
司　会（阪根）
　ありがとうございました。じゃあ他に，美馬会場さん，質問がある方お願いします。
美馬会場（長江）
　はい，お願いします。
質問者
　お願いします。今日はQ-U のお話で，理論的なことだけではなく，今後の学級経営・生徒指導等
に活かすことができる，いくつかの具体的な手立てをたくさん教えていただきました。ありがとうご
ざいました。
　初歩的な質問ですけれども，お話の冒頭でQ-U の結果というのは，あくまでも子どもの認知が現
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れているのであって，必ずしも実態そのものとは言えない。そのことでアセスメントもしていかなく
てはいけないということで，そういうことも分かって受け止めているつもりですけれども，それでも
結果を見て本人の日頃の様子とかけ離れているように感じることが，去年も今年もありました。
　今年の場合，ある児童が，特に右上にポジションがあることで，非常に素晴らしいと受け止めてい
るんですけど，実際は非常に色々指導の場面でも 1次的な支援だけでは上手くいかなくて， 2次的も
しくは 3次的支援が要るのではないかなという風に，私としては感じている子どもなんだけれども，
Q-U では右上の回答になっています。
　そういうことも踏まえて指導していかなくてはいけないのだなとは思うのですけれども，そういう
風に回答と実態が割りと離れてしまうことが，小学生では多いのかなとは思うのですが，そういう時
に特に留意するようなことがあれば教えていただけるとありがたいです。よろしくお願いいたします。
司　会（阪根）
　ありがとうございます。要は実際に満足と出ているのに，実際に見ると「ちょっと違うな」という
乖離がありますが，この辺り，吉本先生いかがでしょうか。
吉　本　恭　子（高知市立西部中学校　教頭）
　とても難しいですよね。最初にお話のあった右上，満足群にいるのにリーダーではない。逆の存在
ということですよね。河村先生はこれを「インフォーマル・リーダー」という言い方をされています。
いわゆる“影のボス”です。影のボスが右上にたくさんいる学級は，これは学級経営をする上で，大
変厳しいです。当然そこには介入が必要です。介入で何をするかというと，やはりその子たち自身の
セルフモニタリングをしていくことが大事です。「本当にそれでいいの？」と。そこにきちんと介入
する必要があります。
　それから，もうひとパターン難しいのが，左上にいる子どもたちですね。「いじめられている，嫌
な思いをしている」，先ほど私が読み上げた項目に凄く 4とかをいっぱい付けている子どもたち。こ
の子どもたちには何が必要かというと，認知の修正が必要です。よくあるのが教室を通っていて，
ちょっとぶつかって持ち物，例えば筆箱なんかが落ちた時に，それはぶつかって落ちたんだけど「○
○ちゃんがぶつかって落とした」と，わざとやったかのように受け止めてしまうんですね。
　だから，「それはそうじゃないよね」という認知の修正をします。もちろん感情を受け止めること
は大事なのですが，その時に間違った受けとめ方をしている場合には，そこに対して介入をしていく
ということが必要になります。一つのやり方として，Q-U の結果を見て，どの質問にどう答えている
かを元に個人面接をすることをお勧めします。この結果を全体に返すことはできませんが，「あなた，
ここにこういう風に答えているけど，これはどんなことがあったの？どうなの？」という風なことを
聞きながら話をしていく。そういう活用の仕方を是非していただけたらなと思います。
司　会（阪根）
　如何でしょうか。
質問者
　ありがとうございました。認知の修正なども要るのだなということを教えていただきまして，また
今後役立てていきたいと思います。ありがとうございました。
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司　会（阪根）
　はい，ありがとうございました。美馬会場さん如何でしょうか。あとお一人ぐらい時間があります
が，どうでしょうか。よろしいでしょうか。
美馬会場（長江）
　美馬会場，以上です。
司　会（阪根）
　ありがとうございました。では美馬会場さんの質問の方を終了いたしまして，次に鳴門の方に移り
たいと思いますが，今学級経営全体のことが出てきておりますので，もしQ-U のことでどなたか会
場でご質問がある方がおいでになりましたら如何でしょうか。
　それでは，今度は学級経営というところに来ておりますので，いくつか質問を先生の方にお願いし
たいと思います。小規模校で子どものメンバーが固定化されているため，Q-U をしてもずっと変わら
ないようことがあります。この先生のおられる所では，おとなしい学級です。確かに授業は静かなん
だけど，なかなか上手くいかないという悩みがあるようです。こういう時に何か授業を活発にさせる
方法とか，小規模校での狙いというか，方法というのは何かございますか？Q-U とはちょっと外れ
るのですが，お願いしたいと思います。
吉　本　恭　子（高知市立西部中学校　教頭）
　これは一緒に研究をしている先生の実践を少し聞かせていただいたのですが，高知県の海沿いにあ
る小学校 6年生の事例です。 6年生全体で 7人，男の子 5人と女の子 2人で，保育園からずっと 6年
プラス 3年，生まれた時からずっと一緒で家族も分かっていて，誰がどんな子でということが分かっ
ている。そういう学級で授業をやった時の話です。そこで先ほどお話いただいたように，何かを変え
たいと，もう固定化している訳ですよね，Aくんはこんな子，Bくんはこんな子，Cさんはこんな子。
　そこを何とか変えたいなということで，どんなことをやられたかというと， 1つは私が先ほどお見
せした“だまし絵”です。あれを子どもたちに見せて，「これ何に見える？」というところから，今
日は今までとは違った 6年生の「へぇ，意外とこんなところもあるんだな」，「へぇ，意外と」これっ
て大事ですよね。「今までAくんってこんな子だと思っていたんだけど意外とこんなところもあるん
だな」ということを 1時間の中で見つけてもらいたいなと，そういう風な授業をしたんだよという話
を聞きました。
　最初になぜこの活動をするのかという語りの部分では，今お話しした「今日はこういうことをみん
なに見つけてもらいたくてやるよ」という話して，だまし絵を見せて，「あぁそうか，こんなにも見
えるんだね」，「ウサギと思っていたけど，あぁそうか鳥にも見えるんだよね」ということに気づいて
もらいます。その次に二者択一というエンカウンターのエクササイズがあるんですが，ご存じですか？
　例えばですね，ちょっとやってみましょうか。究極の二者択一です。お隣の方とちょっとやってみ
てください。社長と副社長，あなたならどっちを選びますか？　はい，どうぞ。 1分間，社長と副社
長。はい，ありがとうございます。「社長がいいな」と思う方，はい，ありがとうございます。「副社
長」，ありがとうございます。鳴門はちょっと副社長タイプが多いでしょうかね。それでは将来住む
としたら都会に住みたいですか，田舎に住みたいですか？「都会がいいな」，「田舎がいいな」，はい，
ありがとうございます。
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　こういう風な選択肢の中で，その時のワークシートが「社長か副社長か」というのと「田舎か都会
か」と，「天才がいいか，努力家がいいか」とか，そんなのがあったんですね。その 7人の学級の中で，
1人何でもできる男の子がいて，周りからも「Aくんは何でもできる子」という風に思われている
男の子。もう 1人 Bくんはちょっと発達に課題があって，担任の先生もなかなか指導に困っている
子がいたのですが，その二者択一をやっていく中で， 7人の学級で 6人は副社長，Aくんだけ社長。
その次に，努力家と天才の時も 6人が努力家，Aくんだけが天才という結果でした。最後に一つ空
欄があって，そこに「自分で自由に二者択一を作ってごらん」と言ってやってみたそうです。すると，
ある子どもが「命は 1つがいいか，100個がいいか」という問題を作ったんですね。先生方はどうで
すか，100個の命と 1つの命。そうすると，そのちょっと特別支援の必要な子が手を挙げて「僕は 1
つがいいです。この 1つはお父さんとお母さんからもらった大事な命だから，この 1つの命を大切に
していきたいです」と言ったそうなんです。周りの子どもたちが「へぇ，凄いBくん」と。
　固定観念を変えたいという場合，特に小規模の学校では，そこにやはり何か仕掛けが必要だと思い
ます。いろんな手法があると思うので，是非やってみてください。それも難しいことではなく，簡単
なことでいいと思います。
　人の良いところを見つける力，これをパーソン・ポジティビティというんですけど，それが人生を
幸せに生きていくための種だと思います。クラスの仲間や同僚の仲間の良いところを見つける力を身
に付ければ，それが人生を幸福に生きるための切符なのかなと思います。以上です。
司　会（阪根）
　大事なことですね。やはり徳島県でも高知県でもそうなんですが，学校がどんどん小さくなってき
ています。学校が小さくなってきていると，単学級の学校が非常に増えてきています。過去に愛媛県
であったいじめ自殺は，小規模校で，いわゆる固定化した学校の中で起きた自殺だったようです。そ
こでは，いわゆる自分の居場所がここしかないという逃げ場のない状況で，“絆”という言葉は綺麗
だけれども，絆という言葉は逆に言えば絆し（ほだし），がんじがらめという意味がありますから，
その非常に微妙なバランスの中で発生したようです。
　ですから，小規模校で固定化された中には，今先生がおっしゃたように，どこかで先入観を断ち切っ
て対応すべきですね。授業でも，アクティブ・ラーニングが必要になってくるのではないのかなとい
うことを，今ご示唆いただいたと思います。
　それから，これは中学校なんですが，例えば部活動の先生というのは，指導が明確ですよね。やは
り部活動の先生は，指導が上手い先生が多く，おとなしい先生に比べると効果があるのだろうかいう，
ちょっと面白い質問が来ていますが，これもQ-U とは関係ないのですが，吉本先生どうでしょうか。
吉　本　恭　子（高知市立西部中学校　教頭）
　このことは，教師の指導行動，指導タイプで，PM理論というのがあるのですが，その理論で考え
るとわかりやすいと思います。PMの Pというのは“performance”指導，Mは“maintenance”支援，
教師はみんな PもMも持っています。人によって Pが強くてMがちょっと小さな方と，Pはあまり
上手じゃないけどMが自分は得意だよと色々あると思うので，まずはご自身の PとMのバランスを
知っておくことが大事だと思います。ネットで「PM理論」とやるとチェックリストが出てきますので，
それをチェックすると「自分は PMなのかな」，「Pmなのかな」ということが分かります。これはどっ
ちが良いとか悪いとかではありません。自分の指導のクセを知っておくと，自分で意識して修正する
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ことができます。自分は Pがあまり得意じゃないから，その部分をこういう風に，こんなことを使っ
てやっていこうかな，ということができると良いと思います。
　ご質問の部活動のことについても，指導者が何を言っているか分からないという指導では困るので
すが，PとM，自分はどちらの指導が得意で，だからこういう風にやるという，自分の指導につい
て知るという，ことが大事だと思います。
司　会（阪根）
　私は香川県で教員をしていましたが，香川では，部活動で成果を挙げている先生は，PかMかど
ちらかと言いますと，昔は Pだったんですが，最近はMなんです。例えば，香川県には高松商業と
いういわゆる公立高校がありますけれども，そこが選抜で準優勝しました，その監督が長尾さんとい
う方で，元附属中学校の先生なんです。
　附属の先生から高校の監督になったという，これまでになかった形だったのですが，長尾先生は，
子どもたちに教えるのは Pではなく，まさにMの指導をするという形で指導されていました。Pで
もMでもどちらがいいのではなく，皆さんがそれぞれ一番良い効果の上げ方をしていただきたいな
と思っています。ちょっとした目線の違い，そこが大きく変わってくるだろうと思います。
　そこで最後の質問になりますが，学級の課題，色々あります。先生が今解決する手立て，ここだ！
というトレーニング・思考法，先生のおすすめを何か 1つでも良いですから，「こんなトレーニング
をしたらいいんじゃないのか」先生の思うことを少しお話しくださいませんか。
吉　本　恭　子（高知市立西部中学校　教頭）
　河村先生がQ-U を作られた時に，縦軸が承認得点，横軸が被侵害得点，ルールとリレーションが
両方要るんですよというお話をいろんな研修で聞きました。その当時は，まずルールを作ってからリ
レーションだろうという風に言われて，自分たちもいろんな研修でそういう風にお伝えしてきました。
でも今はどちらからでもOKと，河村先生は仰っています。
　自分の学級を見て，何からやったら良いのかという優先順位をつけること，あれもこれもやらない
ということですよね。 1つ，そしてその 1つはどういうことを選んだら良いかというと選び方にコツ
があって， 1つのコツは「変化が起きやすいこと」，やってもやっても変わらないことではなくて，
変化が起きやすいこと。
　そして，変化が起こったことが「目に見えて分かること」がお勧めです。例えば「うちのクラスは，
黒板が消えていない」ということであれば，「黒板をきちんと綺麗に消す」ということでも良いと思
います。そこから取り組む。これだと係活動として取り組みやすい。そして消えているということは
視覚的に分かりますよね。そういう風なことから始めていかれると良いのかなと思います。
　「あれもやりたい，これもやりたい」と，やりたいことはたくさんあると思いますが，なかなかそ
んなにたくさんのことはできません。ハンカチの 1ヶ所だけを引っぱって持ち上げても，ハンカチ全
体が持ち上がりまよね。先ほどの学級経営を良くしようと思う時に，「黒板を綺麗にしよう！」とい
う 1つだけに取り組んでも，学級全体に変化が起こる。そのイメージです。どこか 1ヶ所を改善して
いくことで，全体も良くなりますよという，そんな考え方が私は良いかなと思います。以上です。
司　会（阪根）
　まさに変化，可視化ですね。昔はQ-U をやりますと，まずは右寄せ，それから上へというように，
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一定の形のみを推奨していましたが，どちらにしてもできるだけ上にあがっていった方が良いわけで，
色んなやり方があるんだということを，皆さんなりに理解していただいたらよいと思います。
　さて，色々とお話が出てきました，心をひとつにして何か物事を変えていく。非常に重要だと思い
ます。先ほどのいじめの問題にしても，「いじめのアンケート」として取ると，なかなか出てきません。
ところがQ-U のアンケートの中からいじめが見つかるのです。不思議ですね。子どもというのは「い
じめだ」と大上段に言うと，なかなか○を付けない。でもQ-U のアンケートの中で○を付けている。
それをペラペラペラとめくるだけでも，いじめが見つかる。これって大事ですよね。
　是非皆さん，少しの知恵を入れてQ-U を活用してください。今日は美馬と遠隔でつなぎましたが，
美馬市にはQ-Uが入っています。徳島県内でも入れているところと入れていないところがありますし，
「学級力アンケート」という別のアンケートをしているところもあります。
　どんなツールでも良いですから，そのツールから，自分の学級をもう 1回見直してください。鳴門
市ではこれが入っている訳ですから，使わない手はないと思っております。
　それでは最後になりましたけれども，先生からメッセージをいただきまして，終わりにしたいと思
います。吉本先生お願いいたします。
吉　本　恭　子（高知市立西部中学校　教頭）
　私は鳴門に来させていただいて本当に良かったなと思っています。こんな大役を引き受けて凄くプ
レッシャーでした。上手く先生方にお伝えできるかなという気持ちで，昨夜も美味しいお料理とお酒
をいただき，綺麗な花火も見て，本当にそのまま食べ逃げしてしまいたいような気持ちだったのです
が，今日会場の先生方とお会いして，一生懸命お話を聞いていただいて，そういう先生方の視線から
たくさん元気をいただくことができました。
　やはり“人は人の中で育つ”，私自身も同僚とかいろんな仲間に支えられているんだなという風な
ことを感じています。まだまだ夏休みは続きます。暑いですけれども，まずはご自分をしっかり労っ
て，良い夏休みをお送りください。本当に今日は先生方と出会えたこと，ありがたく思っています。
ありがとうございました。（拍手）
司　会（阪根）
　最後の言葉で，ふと百マス計算で有名な陰山先生とご一緒した時のことを思い出しました。陰山先
生は，自分は兵庫の山の中から出てきた人間だと言われ，祖父から「稲は田の中で育つ」，「人は人の
中で育つ」と教えてくれたそうです。“田は田中，人は人中”という言葉だったそうです。一人で考
えずに，色んな人との関わりが，自分を大きく育ててくれるのだと思い出しました。今回は，美馬の
方ともつながりました。鳴門会場にも多く方が参加されました。そして，高知県から，吉本先生をお
迎えしました。まさに“人は人中”でございます。美馬会場，そして鳴門会場の皆さん，どうもあり
がとうございました。吉本先生，ありがとうございました。
　以上をもちまして，フォーラムを終わりにしたいと思います。それではマイクを，総合司会の方に
お返します。
総合司会（鈴木）
　吉本先生，阪根先生，会場の皆さま，ありがとうございました。以上をもちまして，第42回「鳴教
【閉会】
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大教育・文化フォーラム」を終了いたします。本日は有意義な知見をお話しくださった吉本先生に今
一度大きな拍手をお願いします。（拍手）
　なお，アンケートをご記入の上，受付の回収箱にお入れくださるよう，ご協力をお願いいたします。
本日はありがとうございました。
（終　了）
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第42回鳴教大教育・文化フォーラム　来場者アンケート集計結果
　　計　　　参加者数　299　回答者数　284　回答率　95.0%
美馬会場　参加者数　　23　回答者数　　22　回答率　95.7%
鳴門会場　参加者数　276　回答者数　262　回答率　94.9%
４　本事業を何で知りましたか。 ５　勤務地（あるいは居住地）は，どちらですか？
ご職業についてお伺いします。 １　今日のフォー ラムの“テーマ”は，今日的なものであった。
２　今日のフォー ラムの“内容”は，あなたにとって
　有益なものであった。
３　Q-Uをどう生かすかについて，理解できた。
（　）内は回答数を示す。 （　）内は回答数を示す。
（　）内は回答数を示す。 （　）内は回答数を示す。
（　）内は回答数を示す。 （　）内は回答数を示す。
職場（学校）（247）
ちらしやWebで（3）
知人・友人の紹介（0）
その他（3）
無回答（31）
鳴門市内 (252)
鳴門市外 (6)
無回答 (4)
美馬市内 (21)
美馬市外 (1)
無回答 (0)
1.1％1.1％
0.0％
0.0％
1.5％
小学校教員（163）
中学校教員（76）
高等学校教員（0）
特別支援教員（0）
幼・保育教員（26）
大学教員（3）
学生（0）
公務員（1）
会社員（1）
その他（3）
無回答（11）
そうである（226）
ややそうである（50）
どちらともいえない（7）
あまりそうではない（1）
そうではない（0）
無回答（0）
0.0％
0.0％
0.0％
0.4％ 0.4％1.1％ 3.9％
1.1％
0.0％0.4％ 0.0％
2.5％
そうである（226）
ややそうである（51）
どちらともいえない（5）
あまりそうではない（0）
そうではない（0）
無回答（2）
そうである（198）
ややそうである（70）
どちらともいえない（4）
あまりそうではない（1）
そうではない（0）
無回答（11）
0.7％
0.0％1.8％
0.0％ 0.0％0.4％
3.9％1.4％
4.5％
2.3％
87.0％
95.5％
96.2％
79.6％
18.0％
69.7％
24.6％
57.4％
9.2％ 17.6％
79.6％26.8％
10.9％
鳴門
美馬
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【今後取り上げてほしいテーマ等】
　○　鳴門教育大の教育プログラムを公開し，一般教員の日常から生まれる様々な助言，発見等をプ
ログラムの中に生かしてもらえるような機会を作ってほしい。
　○　新学習指導要領への対応について
　○　ESD教育
　○　教科化される道徳について
　○　道徳教育の評価の仕方
　○　特別支援の必要な子の学級での対応
　○　発達に障害のある児童生徒の理解と学級経営
　○　エンカウンターなどソーシャルスキルトレーニングについて
　○　特別支援教育のさらなる充実
　○　個に応じた学習指導の充実
　○　学級集団づくりについて
　○　授業力の向上（改善）
　○　教育の多様化（業務改善）
　○　教師の人間性を高めるという意見で，他の企業の話が聞きたい。
　○　これからの学校教育のあり方について
　○　学級経営の具体案（活動，ゲーム，学級会など，どんなことを他の先生がしているのか知りたい）
　○　キャリア教員
　○　アクティブラーニングの実戦に向けての内容を取り上げて欲しい。
　○　効果的なアクティブラーニングの進め方について
　○　今日のような実践で使える方法などの研修をどんどん取り入れて欲しい。
　○　学力向上に向けて
　○　自己肯定感を高めるために
　○　授業改善に向けた学校全体としての取り組み
　○　部活動負担の軽減について
　○　食育
　○　20年後の鳴門市教育の姿
　○　学校組織の活性化と教員評価
　○　クレーム対応
　○　協働学習について
　○　プログラミング学習について
　○　不登校について
　○　アクティブラーニングの実戦方法と効果
　○　今後，児童生徒に求めるべき力
　○　開かれた教育課程について
　○　アクティブラーニングの研修があれば参加したいと思っています。
【フォーラムに関する意見・感想】
　○　Q-U についての基本的な知識がなかったので，はじめは吉本先生のお話がわかりにくかった。
－ 33 －
周囲の方と話をしていると，鳴門市内でも 3年生で行われていることを知り，全く知らなかった。
市内の教職員全体に周知するような研修の機会等が必要ではないかと思う。（自分の勉強不足，
アンテナを張れていないだけなのか）
　○　自分が担任している学校に，今後どのような指導を行っていこうか考えるよい機会となりまし
た。今後は「人権教育」「授業のつくり方」などのテーマを取り上げて，教育，文化フォーラム
を開催していただけると，非常にありがたいと思います。本当にありがとうございました。
　○　鳴門市でも小 3～中 3の子ども全員にQ-U を実施できたらいいなと思いました。
　○　今日の研修はとてもよくわかり実践することができます。
　○　Q-U を活用することの良さがクローズアップされて良かったと思う。もちろん，予算とのから
みもあるが，低学年でできるようになればよいと思う。また，最後にあったアクティブラーニン
グと学級経営については，もう少し聞いてみたいと思った。
　○　Q-Uの活用法について知ることができて良かったです。データを元にきちんと課題の対応を考
えることの重要性を確認できた。
　○　学級経営，教師としてスキルアップにつながる大変有効な研修だった。
　○　Q-U について，実施したことはあったが，結果を効果的に分析，活用できていなかったので，
たいへん勉強になった。
　○　サテライト会場と同時に研修を行うことができるようになっており，すばらしいと思いました。
以前，校内研修でもQ-U について教えていただき，また，今回吉本先生からのご講演をいただき，
県内でもQ-U の活用について広げられたらと思いました。
　○　県外からの先生の話，大変参考になります。ぜひ他県から呼んでください。すごく聡明な方で
すね。また，管理職がこういう視点をもってくださるととてもいいのと，同じ空間で教員も聞け
ることも尚よいです。よかったです。男性の先生のお話も聞きたいのもあるので，交互で講師し
ていただけたらと思います。
　○　自分自身の学級経営を振り返る機会になりました。今の時代に合った方法を考え，自分の良さ
も生かしながら取り組んでいきたいです。元気が出ました。
　○　Q-U アンケートについて，その名前は知っていたが，詳しく知らなかった。私のような人も少
なくないと思うので，今回知ることができて良かったと思う。
　○　とても勉強になり，ありがとうございました。予算が必要だとのこと。とても良い取り組みな
ので，ぜひ予算化して欲しいです。全学年に！
　○　「うまくいったことは続ける」「アプローチのレパートリーをたくさんもつ」等，ヒントになる
言葉をたくさんいただきました。
　○　Q-U をかつてしたことがあり，子どもたちの属する群がはっきりと出たことがあった。結果を
知ったもののそれを十分に生かせなかった経験があったので，今日のお話はとても役に立った。
終始分かりやすい語りで，教師としてのあるべき姿を示していただけてたのが，すごく良かった。
　○　今日のフォーラムは本当に来て有意義でした。子どものやる気と居心地良い学級を作れたら，
本当にすばらしいと思う。
　○　学級のことや自分のことで悩んでいたので少し楽になりました。
　○　学級経営は，教師の力量，努力でどのようにもなるんだということが分かった。しかし，一人
でするのではなく，協力し，子どもたちと一緒に経営していかないといけないので大変なことも
多いと思う。最後の自分の短所を長所に考えてもらうという内容は，きっと子どもたちにとって
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プラスになるし，新しい発見だと思うから，取り入れていきたい。
　○　いろいろな使い方，分析，活用の仕方があることがわかった。ぜひ，いいところ探しにつなが
る活動をしていきたい。
　○　Q-U の活用法のみならず，学級経営の基本的な話としても，非常に参考になった。Q-U を活
用して，自分の学級を分析してみたいと思った。
　○　今日的課題のQ-U について，学級経営についてのお話は，具体的で大変良かったと思います。
吉本先生がおっしゃるとおり，Q-U をどう生かしていくことが最も大事だと思えました。暑い中，
お世話になりました。
　○　データに基づいて指導方法を考えることの重要性を改めて感じました。子どもに寄り添う，そ
のためには子どもを知ることが大切であり，根拠に基づいた取り組みが必要であるのだと，考え
させられました。
　○　自分の指導を見つめ直すことができました。今後，自分の指導をフィードバックさせ，失敗や
成功を繰り返しながら信頼される先生へとなれるよう，がんばっていきたいと思います。
　○　10年前に初めてQ-U をした時，自分の学級，子どもの実体が客観的に分析され，担任として
の特性を知ることができて，大変参考になったことを思い出します。現在，鳴門市では小 3だけ
実施されていますが，全学級実施して欲しいと思います。担任が学級の実態を知り，自分の学級
経営の見直しをする良い機会なので，是非，市教委にもお願いしたいと思います。
　○　実践例が多く，実戦可能なもので，良い研修であった。
　○　Q-U を活かした学級経営によって，クラスの子どもたちに心地よさややる気を出せ，いじめの
ないクラスにできることを改めて理解できた。
　　　これからも，子どもたちの声をよく聞いたり，他の先生方の指導法を参考にしたりして指導に
あたっていきたい。
　○　自分の指導の仕方を振り返り，字に書くというのは，とても勉強になりました。ケンカや何か
が起こった時のことは記録や指導について振り返ったり，まわりの先生方に教えていただいたり
してきましたが，これからは，それ以外の 1つ 1つの指導でも細かく見て，振り返っていきたい
と思いました。Q-U については，少し前に校内研修で勉強しましたが，そのこまかい活用法につ
いて知ることができたのが良かったです。
　○　自分の学級経営を振り返るとてもいい機会となった。とても興味深く，聞き入ってしまった。
　○　Q-U は 3 年生担任時に一度したことがありましたが，活かせることができませんでした。もう
一年経ってしまいましたが，もう一度見てみたいと思います。
　○　大変勉強になりました。これからに生かしていきたいです。ありがとうございました。もっと
聞かせていただきたいと思いました。
　○　本日の研修はたいへん今日的でまた具体的で良いものであったと思います。講師先生のお人柄
やこれまでの生徒，職員のためにされてきたことが垣間見えるお話で共感を持って聴けました。
　○　私の担任している学級で，Q-U を行った。気になる児童が 2名ほどいて，面接を行い，保護者
とも話をしました。その結果，今はきれいに解消しています。児童も保護者も満足しています。
今後も二人については支援をしていこうと思います。
　○　まだ教員の経験が浅いので，勉強になりました。本校でもQ-U は実施していますが，結果を
あまり重要視していません。各担任は結果に目を通していると思いますが，日々の生徒との関わ
りに生かしきれていないと思います。まずは自分の意識から見直していきます。
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　○　内容も分かりやすく，学級のイメージを作っていくいい材料になったと思います。結論（最終
イメージ）の共有ということをまず今後考えていきたいと思いました。生活や学習においても，「何
をしていいか分からない」と言う生徒が増えており，目標を明確にし，スモールステップの繰り
返しで満足感をより強く持たせることで，今後の行動をイメージする機会となりました。
　○　具体性があり，即学級経営に活かせる内容でした。
　○　意見を交換する時間があってよかったです。とても分かりやすかったです。
　○　今回のような現場の先生の具体的な内容はとても勉強になり，興味深かった。
　○　Q-U からわかること，そこからどのようなアプローチをしていくか，とても勉強になりました。
もっと有効に活用できたらと感じました。
　○　今回のフォーラムはちょうど悩んでいることにマッチしていて役立ちました。
　○　“なるほど”と思うことがたくさんある講演会でした。リソースノートなど作ってみたいと思
いました。
　○　Q-U については，あまり知らなかったが学べて良かったと思う。教員になってかなりの年月を
重ねているが，やはり学級経営で悩むことも多い。Q-U の実践を通して，学校全体で取り組める
ところが良かったと思った。
　○　Q-Uはしていましたが，結果をどのように生かせば良いのかわかりませんでした。今日のフォー
ラムで，ぜひ学級経営，生徒理解に生かしたいと強く思いました。何だか明るい未来が見えまし
た。
　○　特別支援教育の視点にたった個々の手立てが感じられる学級経営であると思う。まずは，教師
側から変わらなければ学校へ足を向ける子供の気持ちは前へ向かない。共にスモールステップで
一方を向いていきたいと思う。
　○　素晴らしい講演でした。今後の学級経営にひとつずつ役立てていこうと思う。
　○　どんな分析もそれをしっかりと受けとめて活用していかなければならないと思います。しっか
りと目的をもって調査し，それをしっかり分析しなければならないと思いました。
　○　テーマを最初に聞いた時に，はじめて聞く言葉だったので理解できるか不安だったが，先生の
話がとても分かりやすく，勉強になりました。特に学級経営についての話は，自分のクラスの課
題と照らし合わせながら聞かせてもらいました。また， 9月からの保育に向けて，手立てを考え
ていきたいと思います。
　○　幼稚園ではどう取り入れて生かすのか考えながら話を聞くことができました。日々の記録の取
り方に悩みながら取り組み，その中から上手くいったことの喜びや，そこから得たことを次へど
う生かしていくのか改めて考えていくことができるので，これからも大切にしていきたいです。
　○　幼稚園でも日頃の記録の取り方を工夫し，様々な視点で子どもたちを理解できるようにQ-U
の手法や考え方を活かしていこうと思いました。そして，教師の意識が大切であるとも思いまし
た。
　○　幼稚園には授業はないですが，つながることはあるなと思いながら聞かせてもらいました。
　○　Q-U の具体的な活用方法を知ることができて，ありがとうございました。
　○　蓄積データを集めて，それを学校で取り組むことは，とても有効だとわかり，自校でも取り組
んでみたいことである。
　○　Q-U については，具体的な活用，（＝つまりは，学級経営，生徒指導）の仕方がよく分かりま
した。夏休み明けからすぐにでも実行できそうで有用でした。
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　○　Q-U の使い方について，今ひとつ分かっていなかったので，役に立った。
　○　美馬市ではQ-U を行っているのに，十分活用できていない状況があると思っていたので，お
教えいただいて良かったです。
　○　とても参考になりました。生徒に対してはもとより，自分自身のクオリティの向上のためにも
役立つと思いました。早速活用したいと思います。
　○　導入で，信頼されている教師，信頼されていない教師等，アンケート結果を紹介してくださり，
自分の教師像の振り返りにもなりました。Q-Uのプロットの取り方も専門的に教えてくださった
だけでなく，個々の生徒への対応の仕方も勉強になりました。また，現場でも一次支援からはじ
まり，個別支援の手立てもご講義くださり感謝しています。
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